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ここに所報第 5号を発行する運びに至 りました。今年もインフルエンザ,日本脳::に ,流行性腎::廷 ,公

害調査等々,次ぎ次ぎに起つてくる試験検査に追はれなが ら調査研究にも努力致して参りました。31年

におけるこれら業務の概要をとりまとめて県民各位に報告申し上げる傍ら,振 りかえつて私共の反省の

資料ともし叉今後の方針のよりどころともすることの出来ますことを嬉しく思います。これも関係当局

の暖い御援助となみなみならぬ所員各位の努力によるもので,共に喜びを頒ち合い併せて深く感謝申上

げる次第であります。

殊に本年度から研究調査費という新しい枠で予算を戴きました。これは他府県においては見られぬ事

で当局の深い御理解に心から感謝申し上げます。同時に私共の責任の更に重いことを痛感致します。

卒直にいつて私共にはまだまだほしいものが沢山ありますが,足 らぬところは能う限り所員―同の熱

意に訴えてそれを補つてゆきたい所存でおります。県民の研究所として充分機能を発揮できますよう,

この上とも関係方面の一層の御理解と御援助をお願い致し,内にあつては所員―同の一段の自覚と勉励

を切に希望してやみません。

昭 和 32年 3月 10日

福 岡 県衛 生 研 究所 長

真  子 憲  治
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A。 機 構 と 定 員 現 員 表

本研究所の機構及び業務内容についには,昭和 25年 2月 23日 福岡県衛生研究所庶務規定が制定され
更に昭和 28年 4月 28日 その一部改正があり,現在の機構の概略は次の通 りになr)ている。

一庶  務  科一一庶 務 経 理 係

I.庶

一化 学 試 験

務   科
庶務科長 原 義  正

所  長―

|一細 菌 検 査 係
―細 菌 検 査 科― |

|~ワ クチ ン製 造 係

1-血 清 学 的 検 査 係

一衛 生 生 物 科―
|―

・寄生虫,臨床検査係
|一
食 品細 菌,獣 疫係

|―食

|―製
科― |

・]|一
水

l一環

品,薬 品試験係

品 検 査 係

質 化 学 試 験係

境 衛 生 係

1。 現 員 配 置 表

2。 年 度 別職 員 定 員現 員表

昭 和 28年 昭 和 29年 昭 和 30年 昭 和 31年

現 員 定  員 現  員 定  員 現 員

(31年 12月 31日 現在 )

計
別課

１

７

‐３

７

９

３７

長

科

科

科

科

査

物

験

務

検

生

試

計

菌

生

学

所

庶

細

衛

化

職種別

事

師

事

師

主

技

主

技

級

級

級

級

三

二

三

三

雇

　

計

2   級職 別

技  術 事  務 技  術 雇

助  手
傭  人

3     1級

事  務

一

１

　

一
　

一
　

一

一

一

２

３

４

９

一

４

５

２

２

１３

昭 和 27年年度別

定  員 現 員 定  員 現 員 定  員

1

4

1

11

15

7

39

傭 人
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衛 生 研 究 所 手 数 料

雑    収    入

純    県    費

費   目

衛 生 研 究 所 費

B 年 度別 歳 入歳 出一 覧表

10年 度 別 歳 入 一 覧

昭和29年度 昭和30年度 昭和31年度

13,058,3004,513,700

420,000

3,709,500

13,301,900

490,000

1,658,800

昭和30年度

予 算 額

265,000

2,282,286

昭和31年度

予 算 額

10,407,886

3,691,719

3,003,162

3,713,005

5,197,700

235,300

182,300

29,400

1,182,500

185,700

16,000

1,141,500

911,200

75,900

105,500

393,700

218,200

520,500

費

給

料

当手

員

庁

　

　

　

　

員

吏
　
給
　
職

県

給

料

費

当

金

費

費

費

費

費

費

料

費

費

費

料

手
　
　
　
品
　
　
　
　
　
本
　
水
　
搬
　
　
　
　
　
　
　
料

員

　

　

　

　

　

料

料

製

　

運

数

繕

品

　

険

員

　

耗

　

　

刷

熱

信

　

　

　

材

吏

給

旅

職

賃

消

燃

食

印

光

通

手

修

備

原

保

昭和27年度

|

|

昭和28年度

9,920,400

300,000

1,888,300

|

I

|

|

|

10,961,100

540,000

2,437,400

年度別予算 昭和27年度

予 算 額
昭和28年度

予 算 額
昭和29年度

予 算 額

8,643,200

1,419,000

1,759,200

276,200

2,150.200

42,500

916,000

360.000

10,000

400,000

334,000

31,500

196,000

186,600

202,000

360,000

12,103,700

1,916,400

2,523,000

204,800

2,904,000

12,500

9889600

367,800

20,000

868,500

623,300

87,400

103,000

179,400

900,000

410,000

13,938.500

2,209,200

2,997,600

435,400

3,249,400

25,000

1,140,600

358,200

20,000

1,036,200

696,700

88,300

115,500

216,400

1,000,000

350,000

12,133,100

2,136。 000

2,952,000

230,900

2,316,200

24,500

1,039,800

149,000

16,000

990,000

740,000

76,700

105,500

182,000

415,400

370,000

339,100

費   目

2。 年 度 別 歳 出 一 覧

|

|



C。 年 度 別 試 験検 査一 覚表

年

―‐ 3-

昭和 30年度 昭和 31年度

検 査

件 数

陽性又
は不適
件 数

牟|
目

消 毒 薬 効 力 試 験

水 質 検 査 (細菌)
飲 食 品 検 査 (細菌)

環境の細菌学的 検査

水 質 検 査 (化学)

品 検 査 (化学 )

一
　

６２

養

査

査

査

ス

査＆歯ヘ

食

　

　

フ

ヵ

培

検

メ

検

…

炎

菌
　
　
チ
ツ
凶

便
液
亥
菌
・分
司

ォ

　

リ

外

糞

血

結

淋

発

日

査

査

査

定

験

険

　

検

判

試

；

検

液

、．
力

虫
　
　
　
型

Ｌ

　

　

カ

虫

‐

　

ュタ

生

　

土母
液

剤

寄

原

梅

血

薬

査

験

験

験

検

ミ

試

試

口珀　
．́″
　
・

．
　
　
析

生

製

品

物

　

分

衛

加

薬

泉

境

食

添

医

温

環

査

査

査

計

検

検

検

主母中

床

疫

ロ^

食

臨

獣

４５８
・
・
　
・
‐５
‐４
。
２０９
　
４７
５
‐４
・
・
　
６
・
一　
一却一

１
，
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

２
，

昭和27年度 昭和29年度

件  数 陽性又
は不適
件 数

検 査

件 数

昭和 28年度

検 査

件 数

又
適
数

性
不
陽
は
件

検 査

件 数

又
適
数

性
不
陽
は
件

査
　
数

検
　
件

118

3,744

106

0

57

571

0

11,713

0

62

91,404

0

1,111

199

347

505

６

　

〇

　

一

2,169

7

322

10

3

63

0

384

105

0

194

29

0

47

0

0

5,150

422

0

1,395

0

38,078

５

‐９

６

０

３

　

２

９

８

５

４

　

３

５

２

２

３

　

１０

４

７

５

１２

２８

２０

６

　

‐８

　

９８

２９

‐０

　

５

　

　

４５

‐３

　

３０

　

３０

７０

６

　

‐０

53,344

５

　

〇

　

一

４１

　

３５

５

４６

一

〇

　

１

一

一

873

11

315

3

0

74

415

0

547

5,842

219

2,972

40

128

5

９４

４２

６０

４０

２

　

　

４‐

２２

‐４

５５

　

３９

３９

９

　

‐０

　

３

６

１

111

14

36

36

0

37

13

7

3

1,823

2,328

153

3,545

35

76

160

163

5,297

150

10

550

1,074

386

3,578

411

14

19,144

０８

５

一

２０

　

２０

１

１６

一

４１

　

６

一

〇

41

31

416

1

17

1,816

197

2,948

11

982

27

4,022

253

6

427

一
　

一
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I.細 菌 検 査 科
細菌検査科長  坂 本 さ つ き

A.検 査 業 務

昭和 31年 1ケ年間の当科に於ける試験検査の実施件数は次表の通 りであるが,以下主な項目につき

略述する。

昭 和 31年 度 細 菌 検 査 ― 覧 表

検 査 種 目

糞 便 培 養

結 核 菌 検 査

淋 菌 検 査

908

908

1,816

３４

　

一
　

３４

薬 剤 効 力 試 験

血 液 検 査
7

17

24

356

666

l。 結核菌検査成績について

昭和 31年 1月 ～ 12月 に至る検査件数は次の如

くである。

44(17.9%)

149 ( 6.0%)

培養検査は,小川氏法により,小川堀地を使用し,成績判定は,40日 間観察後とした。牛」定基準‖次

の様にして行つた。

(十 )・・…・編地の広さの約レ4,又はコロニー数 100ケ 以内の集落発育を見た場合。

(+)……培地の広さの約 %,又はコロニー数 200ケ以内の集落発育を見た場合。

(‖ )・・・…瑶地の広さのシ1に集落発育を見た場合。

(‖)・……坪地全面に集落発育を見た場合。

年間培養成績の陽性度を表示すれば次の如くである。

定判菌

一
薔〈

ロ

陽性 件数

査

査

検

検

検

養

鏡

培

総 検 査 件 数

赤 痢 菌 属 検 査

ナ ル モ ネ ラ 菌 属 検 査

月ヽ             計十

246

2.483

219

2.948

査

査

験

計

検検

検

試

鏡

養

性

色

ノ
‐

「

染

培

耐

2

11

鏡

養

色

ノ
‐

一

染

培

検 検 査
検   査
言十

殺 菌 消 毒 薬 検 査

小      計

11

11

血 液 胆 汁 培 養 検 査

ウイダール、フイルフエリ
ツ ク ス 反 応 検 査

27

89

71

187

血 中 細 菌 培 養 検 査

小      計

432

5,405

総検査件数

246

2.483

陽 性 件 数

型
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計

陽  性  件  数
149

%

顕微鏡検査は主として,チ ール・ネルゼン氏法を用い,一部チール・ガベツト氏法を以て染色鏡検を

行つた。検査件数,及び陽注件数は次の如 くである。

%

筒,県下各保健所に於て使用する結核菌堀地,及び耐性試験用堀地は,昨年同様当研究所で一括作成

交付した。本年中に交付した数量は,普通堀地 13,549本 ,月 平均 1,129本で,其の他耐性堀地 として
So M堀地 2,111本 ,P.AoS培地 560本 ,I.No Ao H培地 928本を交付した。

其の他当所'で s.M,P.Ao S,I.Ne A.H等の抗生物質に対する耐性試験も依頼に応じて実施して居る

が,そ の検査成績については,次項に於て述べる。

2。 結核菌の抗生物質耐性試験成績について

昭和 31年中に於ける結核菌の抗結核部耐性試験の一般教査依頼は,219件で,此の内40件 を_任意抽出

し耐性検査を行つた結果耐性菌と思われるものは21件であつた。薬剤としては,ス トレプトマイシン,パ
ス,イ ソニコチン酸 ヒドラジドの各10γ /CC濃度含有の小川培地を用い,試験は直接法に依 り実施した。

判定基準は次の通 りである。自ijち対照培地 と薬剤含有培地を比較し,対照瑶地とほぼ同様な発育をし

た薬剤含有の培地をそれぞれの菌の抗結核剤に対する完全耐性とし,対照培地ょりその発育のおとるも
のを不完全耐性,全 く菌の発育を認めないものを非耐性と,成績判定は何れも4週間後に行つた。

成績は次表の如 くSo M完全耐性のもの 5件 (12。 5%),Po A.Sに 完全耐性のもの 8件 (20%),Io N.

Ao Hに 完全耐性のもの 2件 (5%),Po A.Sと So M共 に完全耐性のもの 5件 (12。 5%),So Mと
I.No Ao H共に完全耐性のもの 1件 (2。 5%),So M,Po AeS,I.No A.H共 に耐性のものは皆無であ
つた。

ユ
ロ

陽 性 度 0 0 鯛) GIり

21

(14.1) (16.1)

24

(58.66)

87 17

(11。 41)

2号 3号 4号 5号 6号 7号 8号 9号 10号
ガフキ"
1号

8

(18.18)

16

(36.36)

6

(13.64)

10

(22.73) (2.27)

1 2

(4.55)

1

(2.27)

40

32

40

40

38

40

40

35

40

40

39

40

0
40

40

40

完 全耐 性

非 耐 性

筒 I.Ne A.Hの みの耐性材は,昨年報告した通 り昭和 30年までは皆無であつたが, 昭和 31年に40件

中2件 (5%)の 耐性林を見出したことは今後本薬剤に対する耐性林が次第に増加して くるのではない
かと思われる。

3。 浦霧薬の殺菌効力試験について

昭和 31年 1月 ～ 12月 に至る1ケ年間の沿毒薬等の殺菌効力試験依頼件数は 11件で, オルソ系薬剤

を主成分とせるもの 6件 ,次亜塩素酸ソーダを主成分とせるもの 4件 ,その他 1件で何れも市内及び県

薬 剤 S+I S+P十 二

|

0
|

|

s.M P+S

40

40

IoN.A.HPoA.S

|
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内メーカーからの依頼で,沿毒薬の殺菌力向上の研究目的及び新成品の試験研究を主目的とするもので

あつた。

4.県 内の赤痢菌型 、並に薬剤耐性について

昭和 31年 1月 ～12月 に於ける 当研究所の赤痢菌総検査件数は 908件 , 内陽性件数 34件 (3。 74%)
で,検査件数に於て,年々非常な減少を示して居るが,之 11は 県下各保に所に於ける検査業務が,漸次
充実せ られたのと本年度目大きな集団発生を見なかつたんである0

筒, 県下各保健所に於て分離 した赤痢菌の菌型決定依頼は次表の如 く356件で,菌型は 2α ,2み ,

3α ,Sh.SOnnei,Sh.fleX。 6の順に少 くなつて居 り,その他 1ら,3仇 4α,4f,Var X,VarY,等 の

各型が少数づつ分離されて居るO叉福岡県衛生研究所報Rに於て報告した如 く,町 禾「80年 より Shoflex

6が各地区から相当数分離せられ,Sho SOnneiと共に増加 して居ることは 注目に値することであろ

う。之れを表示すれば次の通 りである。

昭 和 31年 赤 痢 菌 型

菌 型
所外よりの菌型決定

依  頼  菌  株
計ト

Sh.flex

″

″

sho sonnel

lb

2a

2b

3a

3b

4a
4c

6

‐４

９５

９０

７７

８

１

３

３６

２

３

６‐

Ｘ

Ｙ

3.5'フ′

24。 36   ,

23。 03‐   |

19.74

2.05

0.26

0。 77

9.23

0.51

0。 77

15。 64

計 34 356

自l]ち ,昨年までは最上位にあつた Sho fleX。 2bが本年に於ては Sh.

fleX。 2α にその位置を譲 り,又 She fleX.3α は昨年に比し稚増加して

居る。She fleX.6 は昨年に比し稀減少して居る様であるが ,これは昨

年報告した様に,そ の大部分が, 海老津炭坑に於ける同型の集団発生に

よるもので,全般的に見れば,本年はむしろ増加の傾向にあると見倣す
べきではなかろうか。

筒,Sho fleX.6の発生を地区別に見ると次表の如 く,殆んど全県下に

及んで居る様である0

朝 官 若 添 宗 飯 京 遠 三 筑
早

倉 田 松 田 像 塚 都 賀 瀦 紫 計

誼 1_―
____.2る
I―一 ―-2α
l‐
‐―‐―・‐ 3α

__ス  
｀
・………→ち″ι

発生数 78111521118 36

昭
和
３１
年

昭
和
３０
年

其の他の各菌型は季節的或は地域的の特異性は見られない。

5.菌 型 と 耐 性
昭和31年に分離した赤痢菌の中,118株 (She freX.2a,31林 .2a20株 .type 6, 12株 .3α ,

研究所分離菌株

6

9
8運圏葬い  ・●■)｀ |・・

6

一 %
17.64

26。 47 .

17.64

2.94

2,94

23.52

2.94

5。 88

3。 93%

25.0

22.75

19。 94

1。 97二fl

O。 84

7.87

0。 23

0.23

61 17。 13

14

89

81

71

7
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18株 .4α,1株。 4θ,1株 .3ら,7株。VarX, 1株 .Sho sOmei,27株)の抗生物質に対する耐
性試験の成績は図の様に,薬剤耐性は各薬剤共年を追うて高まりつつある。自口ち我々が始め赤痢菌のサ

ルフア剤耐性試験を行つた昭和 25年に既に流行菌型の75%, 昭和 26年には 82。 9%がサルフアチアゾ
ール 100 mg/dlを 含む培地で完全耐性を示した。 その後 ChlorampheniCol(以下 Co Meと 略)
TeramyCin(以下To M。 と略),StreptOmycin(以 下S.M。 と略)等の各種抗生物質に対する赤痢菌の

耐性については,例年検出赤痢菌を用いて検査をつづけて来たが,(福岡県衛生研究所報 I,I,Ⅲ ,Ⅳ
・

参照)昭和 30年迄の赤痢菌発育阻止濃度は,Co M,3.15r/co c,To M,1。 56γ /c.c,S.M,50γ /CO Cを認
めたが,昭和 31年に至り C.M 阻止濃度 6。 25γ /Ce C,の 赤痢菌株 9株,及び C.M完全耐性株 (500
r/Ce C以上にて発育)3株を分離し,叉 T.M阻止濃度 6.24γ /c.cを 示す菌株を認めた。且表により
明かな様に S.M,T.M,に於ても年と共に赤痢菌に対する発育阻止濃度が次第に高濃度に移 りつつあ
ることが認められるのであつて,C.Mに於ける完全耐性材の検出と共に,向後 C.M其の他の抗生物
質に対しても完全耐性を示す菌の検出が増加するのではないかと懸念されるO筒上記の Co M完全耐
性株 3株は,何れも3`Jで ,今 日迄流行の首位を占めている 2α ,2ι ,に かような強ぃ Co M,耐性
を示すもののないことだ奇異の感がないでもなしハ。筒 C.M完全耐性林 3α に就ては現在なお種々検討
中である。

赤 痢 菌 耐 性 試 験 成 績

α効住ル7ィ4タル
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B・ 診断用 ツベルク リン稀釈液の製造

当科に於いて行つている診断用ツベルクリン稀釈液の製造について,昭和 29年以降の国家検定提出

量及びその成績を示すと次表の通りである。

第    一    表

動物による比
ロツ ト番号 判   定 合 格 年 月 日

24時間 48時間

15

16

17

18

19

20

21

22

1。 01

1。 03

1.03

1.01

0。 99

1。 00

0.98

1。 04

0.98

0。 97

1.01

0。 97

0。 99

1。 01

1。 02

1。 03

昭和 30年

〃 30年

〃 30年

〃 30年

′′ 31年

′′ 31年

″ 32年

′′ 32年

3月

3月

7月

7月

3月

3月
2月

2月

人 上ヒ

人体による比
提 出 量 (本 )

1。 04

1.03

1。 05

1。 03

1.03

1。 02

1。 01

1。 03

ＣＣ

∝

ＣＣ

ＣＣ

∝

∝
“

∝

５

２０

５

５

５

２０

５

２０

4,858

2,063

7,658

7,525

7,535

19908

8,477

2,123

合  格
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C・ 研 究 事 項

1。 昭和 31年福岡県下に流行せるインフルエンザにつしヽて

坂本 さつき,西 見 保 之,武 原 雄 平

石田昌干,馬島雄二郎 (衛生部環境衛生課)

は じ め に

昭和 27年～28年,日本全国に亘 り流行 した インフルエンザ (以下 イ.と 略)は ,当時福岡県下にも

侵入して多数の患者を発生したが ,何れも全国流行からややお くれ,第一回の流行では昭和 28年の 1

～ 2月 ,殆んど全県下におよぶ戦後最初の大流行を見,当研究所に於ても之が調査研究に当り,Virus

の分離に成功 し A′ 型によるものであることを確めた。次いで第二回目昭和 29年 2～ 3月 の流行は県

内に稽々局地的に発生し前回ほどの流行を示さなかつたが 本流行は前回と異 りB型インフルエンザ ,

ウイルス (以下 イ.ウ と略)を主体とし,一部 A′ 型 /f.ウ を混在した流行であつた。

その後昭和 31年に到つて再び 10月 中旬から全国各地に イ.の集団発生が報ぜられたが福岡県に於て

もいち早 く11月 19日 か ら門司市,小学校 , 中学校に於ける集団発生がみられ,ついで 11月下旬粕屋

郡仲原村小学校において同様,学童間の集団発生が報告されたが ,之につづいて,県内における流行は

僅に 3～ 4週の間に北部 , 中部から南部へかけて, 忽ちに蔓延して昭和 28年の第一回の流行を凌ぐ大

流行となり年を越え,漸 く2月 中旬に及んで一応絡息を見た。

この間当研究所に於ては衛生部か ら保健所を通じて配布した調査票により,疫学的,臨床的の調査を

行 う一方,血清学的, ウ。学的検査に努めてきたが以下その成績を報告する。

i。 疫 学 的 事 項

α)流 行 の規模 と様相

昭和 31年のイ.流行は,10月上旬神奈川県の集団発生に始 り,11月 に入つて宮城 ,青森,新潟,東

京 ,大阪,兵庫,鹿児島等の各県に発生,次ぃで 12月 はじめまで 岩手 ,群馬,富山,鳥取等の数県を

除けば,北海道から九州まで文字通 り全国的の流行を見,31年 12月末迄の全国発生数は 594,401例 に

達している。

福岡県内の発生は昭和 31年 11月 19日 以降,門司市小学校 (19校),中学校 (8校)における集団発

生が報ぜられ ,叉粕屋郡仲原村小学校においても11月 26日 以後 ,学童 705名 中,罹患者 292名 にのぼ

る集団発生が報告されてから12月 には県内の南部地区と北部の京都郡を除 くと県下全般に

'亙

く小学校

中学校における集団発生がみられ, 12月 末 :i包の県内患者発生数は 167,521例 で全国患者数の 25%を 占

める大流行となつた。

叉本流行は 12月末には現に全県下に及んでいたが患者発生数は12月 の始めから修 りにかけて益々培

大 し,昭和 32年 1月初めには発生は頂点に達し, 更に 2月 末の修息まで 患者の発生が つづき総計 ,

336,837例 となり,昭和 28年 ,及 29年の流行に比べて流行期間の長いのが注目をひいた。従つて患者

数も前 2回の流行に比し相当数に上廻つてお りその蔓延の程度が推測されると思う。

筒流感による死亡数は報告されていない。

b)調 査 の 概 況

調査票にもとづいて症状 15項目, その他の事項について,飯塚,日 川,大隈,朝倉,福岡の 5地区
1,639例 について統計的観察を行 うことが出来たが , この度の流行では患者発生が 11月 中旬からはじ

まり,急速に全県下に拡大 したため同時期の ィ。でない所謂感胃の観察や調査が困難であつて前回にお

ける流行のように一定地区に限定 した イ.及感胃の疫学的,臨床的特徴についての比較検討を行 うこと

が出きなかつた。
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C)発 病 状 況

調査 5地区の患者の発生状沢は何れも大体 11月 中旬から少数の患者の発生が報告されているが ,12

月に入つて急速にその数が増加し,何れも12月 中旬には頂点に達しついで 急速に減少していて飯頻 ,

朝倉の 2地区では既に 12月 の下旬には患者の新 しい発生をみてない, 自口各地区の流行の期間は大体 2

ケ月で,しかも近々 20日 の間に急速に増加し急速に減少する名角度なヵ―プをえがき「 イ」蔓延の速

度の迅速性を裏がきしている。例へば 11月下旬と 12月上旬との患者発生数の比は 1:9,同 じく11月

下旬と 12月 中旬との比は 1:16でぁり,つぃで 12月 中旬と12月下旬との比は略々 16:1と なつているO

d)性 別,年 令 別

飯塚以下 5地区における患者 1,603例 の総家族数に対する罹患卒は 57.2%で極めて高 く,丁度昭和28

年の罹患卒 57.3%と 殆んど同卒である。叉昭和 29年の48。 5%に比べると稽々高卒である。性別の差異

は男 745例 ,女 858例 の家族構成人員に対する夫れ夫れの比率は男 55。 7%,女 58。 6%と な り有意の差

は認められない。 叉年令別の罹患卒をみると平均罹患卒 57。 2%を上まわるものは, 0～ 9才の 72。 3%

10～19才の64。 5%で その他は大体年令と逆に罹患卒が減少している。この成績を昭和 28年の場合と比

較すると同年の 0～ 9才 ,81。 8%,10～ 19才 ,53。 7%に くらべて多少の 差異はあるが 同年の普通感胃

の大れに比べて明かに著しく高卒である。又昭和 28年 も幼年者における罹患牢は干均罹患卒 57。 1%を

同様に上廻つて,31年の場合に酷似している。

20才以上の成人の罹患卒も昭和 28年 と31年とは酷似 しているが, 29年は各年令暦共一般にやや低

卒である。

e)家 族 内 罹 患卒
5地区における家族集積性は表のように 100%の家族は 12。 9%,50%は 60。 1%で , 昭和 28年,29

年の夫れに比較して大差は認められす図によつても明かなように昭和 28年,29年の曲線と酷似した形

をとつていて,極めて高い家族内罹患卒を示すものといはなくてはならない。

又学校における罹患卒を調べてみたが,八女郡における小学校 3校 ,朝倉郡甘木小学校の学年別の罹

患卒は最低 49。 2%か ら最高 97。 7%で学年による罹患卒は差異は認められす,極めて高卒であつて,こ
の事実は家族集積性が高 く殊に家族内罹患卒が年少者に高い事実とよく一致している。叉中学及高校に

おける罹患卒は 八女郡の中学では 66。 4～ 68。 3%, 同高校では 23。 4～ 32。 0%で 高校における罹患卒 が

小,中学生のそれに比べて可成低いことは学校内感染でも年令の差異により,その羅患傘に著るしい差

異を示す事実が窺はれ年令罹患卒との密接な関係が考えられる0

表 1。 年 令 別 家 族 内 罹 患 率

年    令

0才 ～  9才
10

20

30

40
50

60

罹 患 者

対家族比

６０

　

８６

　

５６

　

‐６

　

７６

　

２８

　

３６

　

５８

∞

３８

４１

５５

８９

３９

２３

４５

362

377

109

124

193

102

71

357

436

127

211

167

57

110

72.3タダ

64.5

41.1

51。 0

45.8

42.1

32.6上以
　
計

家 族 構 成罹 者

男

患

女 計 男 女 計

719

813

236

335

360

159

181

2,803

ヽ

1,338 1,465 57.2
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ii。 臨 床 的 事 項

a)臨 床 症 状

患者 1,639例 中,全身症状 ,呼吸器症状 , 胃腸

症状,何れも認められるものが相当数あるが,こ

の内,全身症状は頭痛 (46。 3%),発熱 (27.2%),

腰痛 (13e l%),関節痛 (11。 7%)があり,呼吸

器症状としては咽頭痛 (40。 1%),咳 (7■ 2%),

鼻水 (60。 0%),喀 痰 (20。 7%),頃声 (23。 8%)

等の症状が高卒に認められ,叉沿化器症状は食思

不振 (32。 8%),嘔 吐 (11.4%)が 認められるが

之を,昭和28年に流行した イ。の症状と比べる

と各症状に於て著しい差異は認められないようで

あるが,発熱,食思不振等が昭和28年流行時に強
い点からみると或はやや, 28年流行時の症状が
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強かつたのではないかと思はれる。

b)経 過 と 予 後

5地区における患者数 1,190例 についての調査は発病から淮癒までの日数は 1日。3.4%,2日 。15。 6

%,3日 。19.2%,4日 .12.2%と なり,爾余の 49.6%は 4日 以上の経過をとり,病 日11～20日 のも
のが筒 6.8%あ り,や はり普通感胃に比べて淮癒までの日数がなかいことが 考へられる。 昭和 28年の

観察でも普通感胃では 4日 以内の治癒 73。 1%,ィ .では 52。 5%,29年の流行では 54.0%, 31年 ,50。 4

%と なつていて普通感胃との間に明らかに差が認められる。

死亡例は見 られなかつた。

iii.血清学的検査成績

門司市ほか 15地区の患者 186例に於て,急性期,回復期血清について行つた ハースト試験成績は,
A型確定 29例,同疑ひ 17例,計 46例 ,B型確定 29例 ,同疑ひ 19例,計 48例で県内の A,B両 型の
ハースト試験の陽性数は略 伯々仲する結果を示した。この内,糸島,宮田の 2地区では A型のみ,門司

粕屋,福岡,八女,山門の 5地区では B型のみ陽性の成績を得ているが,他の 8地区は総べて A,B

両型とも陽性の成績が得 られた。

厚生省の発表による全国の イ.の型も血清学的には A,B両 型によるもので,その何ねが主体とも断
定出来ないようであるが,福岡県の流行も前記のように多少地区によりA,B両 型の陽性数の差はあつ
てもA,Bの 何れかが流行の主体であるとい うような牛」断や,叉地区的に A,B何 れかの型の偏在が認
められるのではないかとい うような推定は私共の僅かな検査例か らは到底下し得ない。

むしろ A,B両 型とも広い地区にわたつて交々存在し, 広 くA,B両 型の イ.ウ による感染がおこ
つていると考へられ,昭和 28年の A′型,昭和 29年の B型 を夫れ夫れ主体とした流行とは, ややその

様相が 異つているように思われる。 筒,八女,八幡,久留米,三井,三瀦の 6地区の患者血清 6例は

A,B両 型に等しく高い価を示した。
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表 3。 ス ト 試 験 成 績

地  区 別 検 査 数

2.昭 和31年福岡県下に発生せ る流行性腎炎について

坂木 さつき,西 見 保 之,武 原 雄 干
石田昌平,馬島雄二郎 (衛生部環境衛生課)

は じ め に
昭和 30年 10月 ～ 12月 にかけて福岡県下に集F発生をみた流行性腎炎は,発生数 903例に達する相

当数の流行を見たが ,昭和 31年秋に至 り再び県下に広 く同疾患の発生がみられ,7市 ,10郡に亘 り,
患者数は 177例に達し,流行は同年 12月 に至つて修息した。 吾々は昨年同様,該疾患について疫学的

臨床的,菌検索等の調査を行つたので以下その成績を報告する。

iO疫 学 的 事 項               表 1。 地 E別 患 者 発 生数

α)流 行様式と規模

昭和 31年の流行は 前年と同様, 8月 ,9月 か

ら発生しはじめ, 10月 を最高とし以後漸次減少

し,12月 に至つて修息した。患者発生数は 177例

で,発生地区は 7市 10郡に及んでいるが,前年

の流行を見た地区では発生数は少いが,流行をみ

なかつた地域で多発する傾向が認められる(表 1)

又昨年同様,学校児童 4～ 9才の流行が著明で ,

就学前後の児童における発生は特に著しく,14～

15才以上に なつて罹患者の激減するのは前年の

流行と等しい。
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b)地 域 的 観 察
昭和 31年の流行は 7市 ,10郡に発生がみら瀞,8月 ～12月 の発生総数は 177例 で'あ るが,宗像郡津
屋崎町及東郷町の 47例 ,鞍手郡宮田町の 44例 ,小倉市,22例 ,福岡市,24例の外は何れも患者数が僅少
で,流行とか集団発生とか呼びえない状況で,む しろ今後の蔓延状況について観察する必要があろう。

今之等の多発地区の状況を見ると 10月 ～11月 を peakと して小学児童間に発生を見てお り,且つ流

行地区のひろが りは同じ郡,又 は同じ市でも局地に限定される傾向があつた。

C)年 令,性 との関係

性との関係は見 られない。自口177例 中,男 92例 (52。 0%),女 85例 (48%)で性別の差異は明らか
でない。

年令との関係は患者はすべて 15才以下の児童と云つても過言ではない。自口177例 中 16才以上の患者

は 1例で全例の O.6%に過ぎない。

次に 15才以下では 9才以下が過牛数を占めているが, 7～ 9才,69例 (39。 0%),4～ 6才 ,50例

(28。 2%)の 順となつていて小学校の低学年の児童に一番発生が多い。

d)季 節 的 観 察

患者の発生は宮田町に 8月か ら発生を見ているが,津屋崎町,直方市,早良郡は 9月 か ら,そ の他は

9月 以前の報告はなく10月 か ら患者の発生が報告されている。

昭和 30年の発生でも,31年でも 10月 ,11月 に入つて急に患者の発生数が増ぇ 12月 には再び減少し

て急速に経息している。

e)学 級,部 落
小学校に急ける患者発生状況を患者発生数の最も多い津屋崎小学校について学年及学級別にみると5,

6年の高学年には患者は少 く罹患者は殆んど四年以下の低学年に限られている。学級による差異は可成

著明で表 2に見 られるように最高12.5%か ら最低 1.9%と なつていて低学年が高卒とばか りはいえない

状況を呈している。

叉部落内患者発生状況は津屋崎町 における患者数が少いためであるが,各部落に散在し, 部落数 24

ケ所の内患者発生部落 ,10ケ 所,非発生部落 14ヶ所で,発生部落における罹患卒も 0。 25%～4.6%の

間に種 々の数値を示し部落集積性の著明なサムプルをこの中から発見することはむつかしい。 (表 3)

表 2.学 年 別 患 者 発 生 状 況  (津屋崎小学校)
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表3.部落別患者発生率 (津屋崎町)

天  神  東 1.68

岡  の  2 1。 8

ii。 臨 床 的 事 項

a)疾 患 の 特 徴
昭和31年に発生した流行性腎炎の病型も,30年

に見られた症状と大差はなかつた。自|]ち多 くは咽

頭痛,発熱を以て始 り浴腫,蛋白尿或は肉眼的血

尿等の急性腎炎の症状を塁し,この中一部は狸紅

熱様の発疹を認めるもの叉は落暦を認めるものあ

り,叉全 く之等の症状を呈しないものがあつた。

か くして軽いものは数日か ら,数週に互る経過の

後治癒するが, 予後は比較的良好で死亡例 を見

ない。

b)先 行症状と先行疾患

発病当初の初発症状は先行疾患とは区別すべき

ではないかと思う。自口ち野 ;たの症状のおこる前に

日因頭痛,発熱,発疹等の諸症状が見られる場合に

膿痴疹等の如 く先行疾患と見倣すべきか否か疑問

と思はれる。

報告者により腎炎以外は,すべての症状を先行

疾患として一括して記載しているものも見かける

が先行する症状のすべてを別個の疾患として腎::た

と区別することは疑問と思う。

私共は膿痴疹の外は単に先行症状として記載し

床  症  状
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て見た。自口ち膿痴疹は177例 中,36例 (20.3%)
に見られ,且,発疹型,非発疹型の何れにも観察
されたが前者では6o例中8例 (13。 3%),後者では
177例中,28例 (23.9%)で 非発疹型において稽

多い。

初発症状中,最 も多いのは発熱 127例 (7■ 8%)

次いでアンギーナ110例 (62.1%)で ,従つて咽

頭痛 92例 (67.2%),顎下淋巴腺腫脹 67例 (37。 9

%'等の諸症状を呈することが多い。之等の症状
と発疹との関係は表 4に示すように,アンギーナ

は発疹型で 60例中49例 (81。 6%)にみられるが

非発疹型では 117例中,61例 (52。 3%)で稽少く

85。 8

表 5, 昭和30,31年に於けろ症状出現率
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発熱も前者が 85。 0%,後者が 64.9%で同様に発疹型が梢高卒である。筒之等の症状は発熱の外は,一
般に軽いものが多い。

発熱だけについて見ると 37° C代 ,38° C代 ,39° C代が夫れ夫れ 30%前後を占めてあて,高熱を発す
るものも少 くない。発熱の経過は一週以内に解熱するものが 大部分 である。 これ 等の症状 の外,蕉
舌 32例 (18.1%),感 胃様症状 81例 (45.8%り 等が見られ,叉発疹 もなく,膿痴疹 もなく, その他発熱
咽頭痛等の先行症状を全 く餃いていて蛋自尿叉ク』浮腫,血尿を認むるものが相当数認められている。
C)腎 炎 症 状
腎炎の症状としては,浮腫,血尿,蛋白尿等が見れらるが ,腎炎症状は前記の嘔頭痛,アンギーナ ,

発熱等の諸症状の発症後 1～ 2週,大体約 10日 で認められる場合が多い,印 ,表 4の様に浮腫,152例

(85。 8%),蛋 自尿 170例 (96。 o%).で,明 らかに血尿を認むる場合は 68例 (38。 4%)であつた。
又発疹との関係は発疹型 60例中,蛋自尿 56例 ,(93.3%)非発疹型 117例中 114例 (97.4%)で何
れも極めて高卒で全 く差異が認められす, 浮腫は発疹型 46例 (76.7%),非発疹型 106例 (90。 6%)
で明かに非発疹型に多 く,こ の事実は発疹の有無に関らす腎炎症状が見られ,む しろ発疹がなくても腎
炎症状だけが見 られる場合の多いことが注目される。又発疹型でも必すしも腎二:夕ξ症状が強いとはいわれ

ない。この浮腫及蛋自尿は発病後一週以内に発現するものが多 く,浮腫では一週以内 137例 (70。 1%)
2週以内 10例 (6.6%)2週 以後 2例 (1。 3%)で ぁる。
叉蛋自尿は 1週以内 142例 (83.5%)2週以内 20例 (1■ 8%)2週 以上 4例 (2。 4%)こ あつた。
D)そ の他 の症 状
本疾患は監 ;夕ξ症状を主体 とする事は既に前項の記載で 明らかであるが,そ の他一部に鼻出血 4。 5%,

日角二;た 9。 6%,中耳 ::た 2。 3%等を認め,又肝腫 4.5%,牌腫 1。 7%を証明した。
更に族復期に皮膚の落居を観るものが比較的多 く,28.8%を 示し, 且発疹型では 55%でぁるが,非
発疹型でも 13.7%に認めることが出きた。
E)治 癒 日数,致命卒
本疾患の経過については,尿所見,浮腫の沿褪は 3～ 4週のものが多いが,一部には2ケ月に達する
もの 15例 ,があ りヽ慢性に移行する場合のあることは当然考えられる。
致命卒については現在迄死亡例の報告に接していない。

�.血 清 学 的 検 査

昨年の流行性腎炎の発生に際し,当研究所をは

じめ各所で行つた血清学的検査に於て本疾患罹患

者血清の Antistrcptolysin O(Ao So Lo oと略)

価が健康者に比較して明らかに上昇している成積

を得ている。

私共は今回も少数ではあるが,本疾患罹患者及

び発生地区の学童にっぃて Ao s.L。 0価の測定を

行つたが昨年とほゞ同様の成績を得た。

a)先 づ検査対照として,県下で最も患者発
生数の多い宗像郡津屋崎町の本疾患罹患者及び津

屋崎小学校 1年 2組の学童を選び検査を行つた。

筒津屋崎町における患者発生状況は, 9月 6名 ,

10月 27名で私共が検査を行つた 11月 6日 は殆ん

ど流行末期の患者 10名 であつた。 従つて病日も
まちまちである。

b)検 査 成 績

患者 12例における A.So L。 0価は表に示す通

表 6.A.So L。 0価
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り166倍以上を示すもの 8例 ,166倍以下 4例であるに関らす対照群に於ぃては,166倍のもの 2例を除

ぃた13例は悉 く125倍以下を示し患者に見られるような高い抗体価は全 く証明出来ない。叉今回の成績

から見ても正常値と病的値の限界を昨年のように 166イ手軒と 125倍 の間にひくことが優当と思はれる。

筒表に見られるように病日が 10日 以上になると抗体価は既に 500倍以上に達するが, その後抗体価

は暫 く高い価にとゞまり, 叉低下するので あらう。私共の例では 36病 日及 54病 日に於て 833倍であ

つた。

又二回目探血し得た 6例についてだ第一回目が現に老性期をすぎたものもあり,所謂急性期,回復期

の区別は明確ではないが殆んど全例において僅かに抗体価の上昇を見ている。

iV.細 菌 学 的検 査

検査対照は Ao Se L。 0検査を行つたものの他に患者家族 33名並に福岡市済生会病院外来を訪れた患

者 6名である。被検材料は息者では咽頭,尿 ,血液より対照群については咽頭のみから菌培養を行つた。

a)分  離 方 法
滅菌結棒で被検者の「区頭を擦過して得た材料を直接 5%馬血液力口寒天干板に塗抹培養した後その綿棒

をブイヨン培地に投入し数時間後更に5%馬血液加寒天混釈培養を行い,こ の両培養からの溶血性状に

より連鎖球菌を分離した。

b)検  査 成 績
尿,血液からは何れも違鎖球菌を証明し得なかつた。
F因頭からの逆鎖球菌分期成績は表 7の ように定型的なβ型を示すものは患者群の 2例に於て検出した

のみで,α 型は患者群 10例 ,家族 19例 ,健康者 5例から検出しその他はγ型であつた。

元来溶連菌の保菌卒は2%～ 13%な ど報宅者によりその成績が非常にまちまちで,昨年私共の行つ

た検査成績でも可なり高卒にβ型溶血を示す連鎮      表 7.細 菌 検 査 成 績
球菌を検出しており,今回の菌検索に於いて該菌
の検出卒が異常に低 く,私共の検索に於て典型的

な β型溶連菌の外 α型 34株の内の過牛数に馬血

液寒天では表面深部何れの場合もα型とβ型との

中間と見倣されるような特殊の溶血性を示し,家

兎及緬羊血液寒天ではβ溶血を示したが私共はこ

れ等も一応 α型に入れた。これ等の問題について

は筒今後研究をつゞけたいと思う。

β 型 α 型 〆 型

3◆ 結核菌 々株及び培地成分 とツベルク リン産生 との関係

武  原  雄  平

ツベルクリンに関する研究は極めて多 く,特に最近は精製ツベルクリンの訓製によつてその本態が追

求されている。しかし乍 ら結核菌々株及び培地成分の変化とツベルクリン産生との関係を見たものは少

いようである。

私は診断用ツベルクリン稀釈液を製造中, たまたま人型結核菌九大青山 B株 と予研青山 B株 とにお
いて ,同時に調製した同一組成の培地に各々結核菌を培養して産生されたツベルクリンの力価の差が甚
しいことを知つた。そこでその原因を知るため菌株及び培地成分の変化とツベルクリン産生との関係を

追求したので,そ の成績について述べる。

先づ菌株別によるツベルクリンの産生は表 1に示す通 りで, 同種の青山 B株でも菌株により同一で
はなぃ。 S―A培地 (S― G一Na培地に就いても同じ)を 用いた場合, 結核菌の菌膜が 培地の表面をお う
のは普通 3～ 4週であり,沈み始めるのは 8週以後であるが,京大青山 B林は特に早 く 1～ 2週で菌

患   者

患 者 家 族

健 康 者

計

15

33

28

76

2

0

0

2

10

19

5

34

5

16

23

44

検査数
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膜が液面をおうい 5～ 6週で沈み始め続いて其の上に薄い菌膜を作る。また菌膜から見た菌の発育状態

はその時々の条件により多少の変動はあるが,通常京大青山B株 ,H37Rv株 ,阪大青山 B株, 九大堀株
が早 く,予研青山 B株,九大青山 B材 の順である。従つて菌量も九大青山 BFは 常に少ない。
液量は何れも大体一定量の減少を示し,菌林による差は認められない。
pHは 10週間培養に於て修末 pHが酸性のこともあリブルヵり性のこともあるが , 九大青山 B株の
S―G―Na培 地に培 養 したものは常にアルカリ性を示す。 叉加熱によるpHの変化は維末 pHがアルカ
リ性である場合には加熱により僅かながら高 くな り,菌 と共に加 熱すれば これより更に僅かに高 くな

る。経末 pHが酸性で絡つた場合には加熱に依る変化は殆んど認められす,菌 と共に加熱した場合も殆
んど変化しない。更にこれ等を細菌濾過器を通して見た場合にはアルカリ性の場合も酸性の場合も共に

殆んど変化は認められない。

菌量は実験に使用した 7株の内で 九大青山 B株が他の株に比し常に少く, 予研青山 B林 ,化血研青
山 B材がこれに次鵠 H37Rv材 |に於て最も多い。然し九大青山 B林 を除いた他の株は菌量の差は極

めて少ない。叉菌量と力価との関係は比例的でも反比例的でもなく,九大青山 B株は菌量は少いが力価
は高く,阪大青山 B株,H37Rv林 は菌量は多いにも係らす力価は他の株と殆んど′′盃らない。
次に力価は何れの菌株についても大差は認められない。 唯九大青山 B利 のみは稿々強 く, 発赤と硬

結とが殆んど一致する。従って 24時間後の判定値と48時間後の牛」定値とが殆んど変らないが,他の菌

株では発赤と硬結とが必すしも一致せす,従つて 24時間後の判定値と48時間後の牛1定値とが非常に異
ることがある。次に加熱の方法 と力価との関係は菌と共に加熱したものは除菌して加熱したものより稿

強い力価を示す。叉ベルケフエル ト濾過器を用いて濾過を行えば,菌と共に加熱したものも,除菌して

加熱したものも共に各々の力価に対応して僅少ながら易らくなる。

蛋自量は菌株別により異つた沈澱量を示し,叉同一菌株でも使用した培地の種類に依 り異つた蛋自量

を示す。

力価と蛋自量との関係は,蛋白量の多いものが必す しも強い力価を示すとは限らない。例えば表 1の

予研青山 B株に於て除菌して加熱した場合と菌と共に加熱した場合の両者の蛋自量と力価との関係を

見ると蛋自量は変らないが,菌 と共に加熱すれば力価は強 くなる。tt H37Rv株 ,化血研青山 B株及び

九大堀株の除菌して加熱したものは同一量の蛋白沈澱量を示しているが力価に於ては強わがある。

然しこの実験では例数も少なく,人体試験も行つていないので確定的なことは断定出来ない。
以上の実験成績からなお明確な培地性状の変化を知るために菌株別,培地成分別による結核菌の培養

を行い 1～10週の間を週を追つて培地の性状変化を調べたが次の様な成績を得た。 筒 この場合培地は

200cc入 三角コルベンに 50cc宛分注したものに移植して,毎週各々2本宛を取出して混合し実験を行
つたものである。

pHの移動は図 1に示す通り,九大青山 B株をソートンの培地中アスパラギンを味の素 8gと 置き変
えた変法培地 (以下 s一G一Na培地)に培養すれば常にアルヵり性を示し, ソートン培地 (以下 S―A培

地)では 3～ 4週でアルカリ性か ら酸性に変る。 予研青山 B株の S―G―Na培地に培養したものは 5～
6週で,ま た S一A培地に培養したものは 3～ 4週でアルカリ性から酸性に変る。しかし時には S―G一Na

培地ではアルヵり性で修ることもある。H37Rv株を S_G_Na培地に培養したものは 3～ 5週でアルカ
リ性から酸性に変り6～ 8週で再び酸性からアルヵり性に転性するが,時には酸性のままで絡ることも

ある。しかしこの場合でも pH 5.4ぐ らいから中性近 くまで上つて来る。S―A培地に培養したものは
3～ 4週でアルヵり性から酸性となつて修る。

液量の移動は毎週,初期液量が 100CCに対 し3～ 4 CCの割合で減少し,菌株の種類又は培地の種類に

は関係 しないようである。菌量の移動はどの菌株についても 4～ 6週で最高量に達 し,それから次第に

減少して来る。この最高菌量は菌株により,叉培地の種類によつて変る。本実験に用いた 3株では H37

Rv株が最も多 く予研青山 B株 ,九大青山 B株の順となり,又 これに従つて maXimumと なる時間も
早い。次に培地別では S―G一Na培地を用いたものの方が S―A培地に培養したものよりも菌量が多い。
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糖量の移動 ,こ こで云 う糖量とは還元糖量のことであつて,且つ加水分解を行わす培養液をそのまま

測定しGlucOse量 に換算 して現 したものである。この値は予研青山 B株に最も多 く見られ,H37Rv株 ,
九大青山 B株の順に少くなる。又 S―A培地に培養したものより S―G―Na培地に培養したものの方が稿
多 く認められるが量的に大きなひらきはない。又糖量の maXimumに達する時期は S―A培地,S― G―
Na培地共に菌が maXimumに 達した時期より2～ 3週遅れるようである。
蛋自の産生は九大青山 B株,H37Rv林 ,予研青山 B枠の順に菌株により多少異つた産生量を示し,

図 2か らも明らかなょぅに S―A培地よりもS_G_Na坪 地に培養したものの方が 僅かなが ら多量の蛋自
が認められる。叉蛋白量と菌量との関係は直接的関係 (例 えば比例するとか逆比例すると云 うような関 .

係)は認められない。次に結核菌による蛋自の産生は第一週から認められ,始めは次第に増加するが 5

～ 6週で一度減少,も しくは停滞し7週頃から再び増加する。
更に結核菌をストレプトマイシン (以下 SM)耐性菌とし,こ の耐性菌を用いて ツベルクリン産生と
の関係を調べてみた。

SM耐性菌は前述3株を予めSM lγ /ccから1000γ /CCまでのSMを加えて作つた小川培地に継代培養
し,lγ /CCか ら次 第 に菌 を な ら しつ つ 10r/CC,100河 CC,1000γ /CCと 菌 の 耐 性 を上 げ ,こ の SM1000r/CC

加小川培地に良好な発育を示すようになつた結核菌を SM 100oγ /CCの割に加ぇた s_G一Na培地及び
S―A培地に移植し,更にこの培地で 3～ 4代継代培養して,感受性菌を S― G一Na培地または S―A培地
に移植したものと同程度の発育を示すようになつた結核菌をSM耐性菌とし,それ以前から保存してい
る結核菌を感受性菌とした。このようにして作つた予研青山 B林 ,九大青山 B株及び H37Rv株 のSM
耐性菌及び感受性菌計 6材について蛋自の産生 その他 pHの移動,菌量,糖量等の移動を調べたが ,
SM耐性菌と感受性菌との間に相違は認められなかつた。 唯耐性菌は感受性菌に比して 1～ 2週遅れて
発育するようである。

さて前に述べた実験成績からpHの移動が始めは稽アルヵり性にな り3～ 4週頃から酸性に転性する
ことを見たが,その原因を知るため及び培地に添加するアミノ酸の量と蛋自産生との関係を知るために
アミノ酸の添加量を変ぇた場合の pHの変動及び蛋自産生量を調べた。その結果培地に添加するアミノ

酸の量を高 くすれば,こ の添加量に従つて pHは高 くなり,ア ミノ酸の濃度が 12,/J以上のアミノ酸量
ではアミノ酸の量が増加してもpHは殆んど高 くならす一定 pH値に近づ くよ_う である。また pHと ア
ミノ酸の濃度との関係はアスパラギンを用いた場合でも味の素を用いた場合でも唯アミノ酸の濃度に関

係があるのみでアミノ酸の種類にはあまり関係 しないようである。菌株によるアミノ酸の濃度と pHと

の関係は予研青山 B株 よりも九大青山 B株の方が 同じアミノ酸濃度に対し稽高い pHを 示す ようで
ある。

またアミノ酸の濃度と蛋白産生との関係はアミノ酸の濃度を高 くしても一定濃度に達すると蛋自の産

生は最高となり,それ以上の濃度では却つて蛋自の産生は減少する。

蛋自の産生が最高に達するときのアミノ酸の濃度はS―A培地を用いたときは九大青山B株では4

,/′の添加量で最高となり,予研青山B株では6多 /Jの添加量で最高となる。 S― G一Na培地を用いた
ときは九大青山B株では8多 /Jの アミノ酸添加量で蛋自の産生は最高となり,予研青山B株では8'/J

から12,ノ Jの間の添加量で最高となるようである。

次にアミノ酸の濃度と力価との関係はツベルクリンカ価も蛋自の産生と同じようにアミノ酸の一定濃

度で最も強くなり,それ以上の濃度では却つて易万くなる。 S―A培地を用いた場合には九大青山B株は
24時間後の牛ll定で4,ノ Jか ら8,/Jま でのアミノ酸添加量では力価は殆んど変らないが,48時間後の

判定では8多 /Jで最も強い力価を示している。 予研青山B株では24時間後の判定でも48時間の判定
でも共に8多 /ノ のアミノ酸の添加量で最も強い力価を示す。

次に S― G一Na培地を用いたときは九大青山B株では24時間牛l定でも48時間判定でも共に 12,/Jの

アミノ酸を添加したときに最も強い力価を示し,予研青山B株では8'/′ のアミノ酸を添加したとき

に最も強い力価を示す。しかし予研青山B株では24時間の牛1定 より48時間牛1定の方が発赤が小さく
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なつているのに対 し,九大青山 B株では 48時間牛1定の方がむしろ大きくなつている。
以上の実験から蛋自の産生とツベルクリンカ価との関係は蛋白量が大であつても必す しもそれに比例

して力価も強くなるとは云ぇないようである。

筒本実験は「結核第 32巷 3号及び 9号」に発表した。

表 1。 菌株 別 の培養液 の性状比較  (培養 10週 )

力   価  (比 ) 「ツ」蛋自沈澱量 (mg)

菌  株 除菌加熱 除菌加熱 菌共加熱

pH

図 2「 ッ」蚤 白量 の移 動
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注 1。 最初の液量 1,000CC
2.「 べ」 : ベルケフエル ト濾過器、  濾紙 :東洋濾紙 N05
3。 使用培地 : S一 G一Na培地
4e力 価比の対照液 : 予研標準ツベルクリン 2,000x稀 釈液
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4.福 岡県下 |こ おける大の結核薗保有分布 について (第 1報)

真子憲治,坂木さつき,大塚悟 ,武原雄干

われわれは結核の疫学的見地か ら昨年来,福岡県下における犬の結核菌 保有 分布状況を調べている

が,現在までに 128例の大について結核菌検索を行い結核菌と思われる抗酸性菌 7例を検出し,こ れ等

分離抗酸性菌の同定,抗生物質に対する耐性試験その他の性状について実験を行つたので,以下その成

績を述べる。

i実 験 材 料

保健所において捕獲した野犬の屠殺直後に探取した腸間膜淋巴腺及び肺間淋巴腺を学L鉢にて摩砕し鏡

検後,4%苛 性 ソーダを加えて乳化して小川培地に培養した。

ii成    績

128例の大の材料について検索を行つた結果,顕微鏡検査によつて 1例 ,培養によつて10例 (7.8%)
の抗酸性菌を検出したが,垢養の性状から結核菌と思われる抗酸性菌は 7例 (5.5%)で ぁった。以下
この 7例について実験を行つたので,そ の成績について述べる。

a)地 区別 陽性 卒
浮%地区では 2例中 1例 ,三 日市地区では12例中陽性に出たものはなく,三瀦地区では29例中 2例 ,

直方地区では76例中 4例の陽性を認めたが,その他の地区からは 9例の検索で 1例の陽性 もなかつた。

また検査材料別による検出状況‖腸間膜淋巴腺よりの検出卒が極めて高 く,鏡検による 1例を始め,7

例中 6例 をしめてお り,肺門淋巳腺からは僅か 1例に過ぎなかつた。しかしこれ等の他に培養の性状か

ら湿潤性の集落を作る 3例の抗酸性菌中 2例は肺門淋巴腺から検出し,他の 1例は腸間膜淋巴腺から検

出している。筒鏡検による陽性数は 1例であり,こ の例からは垢養によつても陽性と認めている。また

128例の検索で培養中に雑菌混入のため検査不能となつたものは6例であつた。

b) Kf値 及び培養性状           表 1。 モルモツ トに於ける動物試験成績

次にこの 7株の Kf値 は何れも30以上で予研青

山 B株及びH37Rv株と同じ値を示した。集落の

色調は何れも淡黄色で,集落の性状は直方79,三

瀦 28,及び浮笏 1の 各株は S型で 他の 4株は R

型集落であつた。菌の発育状況は6週間の培養で

分離株は何れも保存株より発育が悪く,直方 70,

76,79及び三瀦 28は特に悪いようである。

C) 動物実験成績
家兎には殆んど病変が認められないが,モルモ

ツトには易易いながら病変が認められた。

印ち表 1及び表 2に 示すように,直方 23及び
70の両株では牌臓は軽度に肥大 し,数個の栗粒
大の結節が認められ,接種部位における膿瘍の形

成と鼠径,腸間膜の各淋巴腺の腫脹とが認められ

る。また直方 76及び 79の両株では牌臓は著しく

肥大 し,臓器表面に多数の栗粒大の孤立,又は融

合した結節形成が認められ,肝臓及腎臓において

も結節の形成が認められる。 これ等の病変は対照

として用いた青山 B株による病変と殆んど差異

直方 23

「モノレ

番号

352

342

357

328

925

453

318

362

386

376

365

505

361

366

325

970

″   70

〃   28

牌 臓
重 量

600

550

650

700

1,050

400

1,100

950

650

550

700

900

950

900

1,600

400

三瀦 21

浮羽

B

菌 株
接種量

(mg)

「モル」体重 (g)

接種前 1接種后

５７

７‐

６０

６８

６４

５７

６０

７９

６８０

６８０

６２０

６８０

　

６４０

５‐０

710

570

６４。
７６。

７３ｏ
７２。

知
６ｏ。

６ｏ。
８２。

〓

６８。
６８。

７ｏ。
７４。

７２。

６３。
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表 2。 分離 株 に よ ろ接 種 動 物 の解剖 所 見

「モル」

番 号 鼠径

淋  巴  腺 肺

臓

腹
　
壁

部
　
位

接
　
種

菌    株

直 方   23

70

76

79

21

″ 28

一　

一
　

一　

一
　

＝

十
　

一　
＋
　

十
　
一
　

一　

一
　

一　

一
　

十
　

一

瀦・

B株

昭

表 30分 離株 の抗生物質耐性試験成績

対

菌 100

予研青山B株

九大青山B株

直 方 23株
″  70株
″    76株

″   79株

三 瀦 21株
″   28株

浮 羽  1株

が認められない。筒直方 76では内腹壁にも多数の栗粒大乃至牛米粒大の結節形成があり,直方 79では

腸間膜にも多数の結節が認められた。 更に三瀦 21,28の両株では牌臓の肥大,接種部位における膿瘍
の形成, 牌臓及び腸間膜における結節形成等の病変が認められた。 殊に三瀦 21では肺が著しく萎縮
し,著明な病変が認められた。浮″ 1は牌臓の肥大が見られた外は肉眼的には結節の形成その他の病変

は殆んど見られなかつた。

d)抗 生物質耐性試験
分離 7株の抗生物質に対する耐性試験の成績を表 3に示す。この表からもわかるようにストレプトマ

ィシン (SM)パ ス (PAS)及びイソニコチン酸ヒドラデド (INAH)等の各抗生物質に対して耐性を

示す菌株は殆んど認められないが,唯,浴笏 1のみは各抗生物質に対して何れにも10γ /CC以上まで

発育を示しているので,こ の株については前記動物試験の成績とも考え合せて筒検討を要する。

羽

　

山

浮

　

青

対

昭
′ヽ、、

＝

＝

十

十

十

十

十

十

十

腹
　
部腸骨 腸 肺

肝
　
臓

牌
　
臓

腎

臓

+

十

+

+

一
　

一　
　
一
　

＋

　

＋
　
＋

　

＋
　
十

　

十

　

一　
　
＋
　
十
　
　
一
　

一　
　
十
　
　
一

＋

＋

＋

＋

十

＋

＋

十

十

＋

十

＋

十

＋

＝

　

一

十
　

一　
　
一
　

一　
　
一
　

一　
　
一
　

一　
　
一
　

一　
　
一
　

一　
　
一
　

一
　

　

一　
　
一

Ｉ

一

一

＋

＋

＋

十

十

一

一

一

士

士

十

一

＋
　
十

　

＋
　
＋
　
　
一
　

一　
　
一
　

一　
　
一
　

＋
　
　
一
　

十
　
　
一
　

一
　

　

一　
　
一

一
　

一　
　
一
　

一　
　
十

　

一　
　
十

　

一　
　
一
　

一　
　
一
　

一　
　
一
　

一　
　
＋
　
　
一

352

342

357

328

925

453

318

362

386

376

365

505

361

366

325

970

＋
　
十

　

十
　
＋

　

＋
　
十

　

＋
　
＋

　

・十
　
十

　

＋
　
＋
　
　
一
　

一　
　
＋
　
　
一

十

　

一　
　
一
　

一　
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一　
　
十

　

一　
　
一
　

一　
　
一
　

一　
　
一
　

一　
　
＋
　
　
一

十
　
＋

　

＋
　
＋

　

＋
　
＋

　

＋
　
＋

　

＋
　
＋

　

＋
　
＋
　
　
一
　

一　
　
＋
　
　
一

s M(″ )

100 1010010

INA H(〆 )PAS(r)

10

+ +

十

+ 十

十

＝

十

十

十

十

一

一

＋

一
　

＋

　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一　

＋

+

+
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Ⅲ
「
化 学 試 験 科

A。 検

化学試験科長心得  大

査 業 務

昭和31年 1ケ年間の当科に於ける試験検査の実施件数は次表の通 りであるが以下主な項目について諭

明を加へる。

昭和 31年 化 学試 験 科 検査 一覧表

検   査

33

2

13

一
　

４７

食
　
　
品
　
　
試
　
　
験

水
質
試
験

薬

品

試

験

温
泉
分
析

５

一
　

一

５

製

品

検

査

添
　
加
　
物

２０９

　

一
　

２０９

９

　

５

　

一
　

一
　

１４

計

l・ 食品試験について 
´

総件数 564件で,その内訳については別表の通りである。その中,収去によるもの 448件 ,個人依頼
によるもの二6件である。収去によるものの中,そ。の主なる試験について略述する。

肉類,卵類,魚介類
乳類及び乳製品

穀類及びその加工品

野 菜,果 実類
調  味  類
清凍及び保存飲料水

添  加  物
器具,容器 包装類
飲 食 物 中 毒

そ  の  他
′Jヽ 計

料

剤

料

味

脹

色

甘

膨

著

′
Ｉ
「 計

4,142

44

11

4,197

飲  料  水
飲料水以外のもの

イヽ 計

医薬品局方適否

医薬品その他

医薬品外薬品

有機燐製剤による中毒者血尿試験

小          計

50

14

16

19

99

析

析

′‐．

分

分

中

小

計

5,380

検    査    種 目

不 適 件 数件    数
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1) 魚肉ね り製品中の硼酸又はその塩類の試験。県下で販売中の製品43件について,衛生検査指針
により試験した結果,30件 ょり之を検出した。

li) 警油中の砒素の試験
本年 1月 山口県宇部市に於て醤油による砒素中毒が発生したため,県下の警油業者より全警油を収去

して試験を行つた。 (試験はグートサイト法による。)そ の結果 有害量 を含むものは認められなかつ

た。 (別表 1参照)

�) 陶器の規格適否試験
本年 4月岐阜,愛知両県の製品より鉛溶出の不良品が出のたで ,両県の製品及び近県の製品を市販よ

り収去して試験を行つた。 (鉛のみ)試験法 としてはすべて食品衛生試験法によつたが,又その中より

若干のものについてポーラログラフ法により鉛の定量をもあわせ行つて見た。この際の検液の調整は食

品衛生試験法を用いた。規格不適品は93件中13件であつた。 (別表 2参照)

第 1表

計

混 合 醤 油

ア ミノ酸 醤 油

醸 造 醤 油

不     明

計

6

註 : 混合醤油はアミノ酸醤油と醸造醤油とを混合したものである。

第 2表

種   類
ポーラログラフ法に
よるPb検出量

27

皿

盃

皿

皿

どんぶり

＋

＋

＋

＋

一

　

一

一

一

一

＋

　

＋

一

一

十

十

　

一

＋

一

35.4

27。 3

70。 0

331。 4

19。 0

15.1

23.1

16.3

26.6

31。 4

55.5

12。 3

2.8

31。 1

31.0

22。 8

26.0

10。 0

皿

皿

皿

皿

皿

盃

皿

ぶ

皿

皿

　

属
一
皿

皿

ど

ど

2
”
０

Э ”
　

・
４

4～ 10。
0.61
6～
0。 8

0.8～
1。 0

1。 0～
1。 2

”
　

・
４

4～ 1,8～
2.0
2.4～
2.6
2.8～
3.0
3.4～
3。 6

3。 8～
4。 C

1。 6～
1.8

61

６７

　

　

一

一
　

６８

食品衛生試験法による反応浸 液 総 量

(C・ C) クロム酸カリ反応 硫酸塩沈澱反応

６０

２２

００

４０

５。

125

130

110

60

420

＋

＋

＋

十

＋

　

十

＋

十

＋

＋

　

十

＋

＋

＋

＋

　

十

十

＋
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ili) リンゴに残留せる農薬の試験。

県内青果市場より収去した リンゴ 10種について本省所定の試験法により鉛,銅 ,砒素の定量を行つ

た。 (別表 3参照)その結果,許容量を超えるものは皆無であつた。

第 3表

種
pprn

Cu類

ゴールデン,デ リンヤス

森

森

森

森

野

森

森

森

森

森

青

青

青

青

長

青

青

青

青

青

玉

玉

玉

玉

ゴ

ス

グ

玉

玉

ン

ヤ

ンキ

リ

ン

・【

度

リ

タ

紅

紅

紅

紅

印

デ

ス

紅

紅

0。 0

0。 0

0.0

0,0

0.0

0.0

0。 0

0.0

o。 0

0。 0

2。 薬品試験について

総件数 82件で,その内訳については別表の通りである。うち収去試験 77件,個人依頼による試験22

件である。試験内容としては,サントニン製剤,腕脂綿がその主なるものである。―齊収去による試験
の結果は下表の通りである。

名 件  数 不 適 理 由

日本 薬局 方

国民医薬品集

ア セ トア ニ リ ド

パ ス カ ル ジ ウ ム

パ ス ナ ト リ ウ ム

パ ス ナ トリウム錠

注射用パスナ トリウム

ド   ー   ム ピンホーノレ4  重量不足 2

筒有機燐製剤による中毒者の血尿検査は,件数 19で,血漿コリンエステラ"ゼ活性値の低下,或は

尿中パラニトロフエノールの検出によつて,申毒と推定されるもの12件があつた。

3。 水質試験について

1)飲 料 水 試 験

飲料水の検査件数は352件で,その中不適件数は207件で,総件数の59.4%を 占めている。 その月
別検査件数及び不適件数の内容については第 1表 ,第 2表の通りである。
il) 飲料水以外の水質検査 総件数 149件でその内訳について第3表の通りである。

第 1表    飲 料 水 月 別 検 査 件 数

区 分

試 験 件 数

不 適 件 数

不 適 百 分 率

ンコ

計

産  地  県 AS2 03
pprn

Pb
ppin

0。 7

0。 1

0.3

0.2

0。 4

2。 6

0.2

0.0

0。 1

0.2

2。 3

0.3

0.6

0.5

1。 1

3。 9

0。 8

0.0

0。 2

0.5

不  適

０

０

０

０

０

６

9月1月 2月 月 14
3 月 5月 6 E[z B 8月 10月 11月 12月

18

13

72。 2

25

18

72.0

18

12

66,7

38

23

60.5

44

22

50.0

46

29

63。 0

71

29

40。 8

23

17

73.9

17

9

52。 9

12

9

75。 0

17

11

64.7

23

17

73.9

県

県

県

県

県

県

県

県

県

県
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第 2表

N02検出によるもの

NH3検出によるもの
N02及びNH3検出に
よるもの

KMn04消費量過量に
よるもの

N02検出 且KMn04
消費量過量によるもの

NH3検出 且KMn04
消費量過量によるもの

N02,NH3検出 且
KMn04消費量過量に
よるもの

第 3表

区

定 量 及 び 定 性

パラチ ォンの定量

四 エチル鉛の定量

下  水  試  験

計

項  目  別 1月

飲 料 水 不 適 件 数 内 容 (不適件数に対しての%)

飲 料水 以 外 の水 質 試 験 月別件 数

計

32.1

4.3

23.4

1。 0

6.2

3。 3

9.6

15

69

5

_  152

計分

4。 製品検査について

31年は前年に比し1000件近くも大巾に減少した。しかもそれは年度後牛に於いて著しい。 (別表参

昭  不日 31  年
区  分

月

月

月

月

月

月

１２

４４

”

９３

０６

９７

　

９７

月

月

月

月

月

月

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

29.4

11.8

29。 4

5。 9

5。 9

5。 9

23.1

7.7

30.8

15.3

7.7

15。 3

16。 7

35.0

11。 1

5。 6

5.6

25.0

16。 7

8.3

8。 3

43.5

4.3

30.4

8。 7

4。 3

40.9

4.5

27.3

4.5

9。 1

31。 0

3.5

20。 7

13.8

24。 1

24.1

10。 3

13.8

6.9

3.5

11.8

29。 4

11.8

5。 9

55。 6

11。 1

11.1

72.733.3

11。 1 9。 1

18.2

11.1 9.1

2月 5月 12月1月 3月 4月 6月 10月 11月7月
| |

8月 9月

8 2

8 2

1

12

1
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照)此の年は紳武以来の景気と史上最高の繁栄をうたわれた年であるが,それに反比例して生産量が減
少していると言う事は一般治費者が金廻りの上昇と共に甘味を砂糖に求める様になつた事を示してい

る。従つて生活水準の向上と共に将来合成甘味料の泊費は次第に少くなるであろうと想像される。

合成甘味料に於いて 5件の不合格品が発見された。何れも硫酸イオンが相当多量検出された為であ

り,之は原料に使用した溶性サツヵリンに由来する事が判明した。

合成膨脹剤は重友酸ソーダ単味の製品が大部分をしめる。

5。 温泉分析について

本年行つた温泉中分析件数は担当者長期療養のため 1件に止めなければならなかつたのは遺憾であつ

た。その成績は昨年末報告のもの3件を加え別表の通り4件である。筒小分析件数は 5件である。

試 験 番 号 第  12 号 第  13 号 第  14 号 第  15 号

紅 葉 の 湯名
　
地
　
者

泉
　
出

頼

源
　
湧
　
依

浮羽郡浮羽町大字古
川字近瀬

源 泉 温 度 20.4° c(気温 31。 2° c)

pH
7.2 (20" C)

7 .25 (29 .2" C )

fi! 1.0 t /r,aim

94.92x 10- 
10

26. L

揚水量(湧出量)

カ リウムイオン

(K° )

ナ トリウム
イオン (Na。 )

アンモニウム
イオン (NH4° )

カルンウム
イオン(Ca・・)

マグネンウム

イオン(Mg“ )

フェロ イオン

(Fe“ )

マンガンイオン

(Mn¨ )

アルミニウム
イオン(Al… )

本 水 l kg中 に 含 有 す る 各 成 分 及 び 量

Cation

現 地

試験室

試 験 成 績

高 木 繁 蔵

34。 4° c(5載 温 13° c)

9.2

9.25

約 45。 9ィ /mim

47.35x10-■ 0

13。 02
ラドン /C.E
含有量tM・ E

12.84

77.82

7.82

1.52

0.000

鶴  り|1 温  泉
宗像郡玄海町大字田
島 2297番地

早 川1 太 造

白  鳥  の  湯
筑紫郡筑紫野町大字
武蔵 435ノ 2番地

山 田 大 助

日 比 生 温 泉

三井郡北野町大字大
城字徳入897ノ 1番地

日 比 生  正

45° c(気 温 280c)

8。 4

8。 4(28° c)

約 123.7′ /mim

89.55x10~・
°

24.62

32.3° c(気温 21° c)

7.4

7.51(18° c)

約 76.3′ /mim

5。 71x10‐・
°

1.57

ing milli mg Inilli
val

mg
val

Ｈ
“
Ｖv al

illi
nlg miHi

val

0.07

40。 99

55.98

2。 86

0。 01

0。 06

0。 03

100.00

3.359

216.C

7.809

0。 81

1.838

229.816

0.086

9。 395

0。 390

0.067

0。 066

10。 004

3.

0。

O.

0。

130。

53

3。

1226

72.85

01

20。 13

145。 7

0.2

11.02

5。 141

1。 470

0.2

0.515

6.336

0.011

0.550

0。 423

0。 053

0.007

100。 00 183.861 7.895

0.86

93。 91

3.9C

O.67

0.66

6。 52

80.25

0。 14

6。 97

5。 36

0.67

0。 09

100。 00

11.21

39。 92

3。 509

0。 415

0。 028

55。 182

0.287

1。 740

0.175

0.034

0。 000

計 100.00

%

|

.... ||
mllll ll
Val%‖ lml

|

1460。

45.31

0。 467

2。 16g

O.3

2737。

938 2.236
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通 計

メ タ ケ イ 酸
(H2Si 03)

121

313. 6,51

130。 1 2

4752。 130 100

Anion

クロールイオン
(Cl′ )

硫 酸 イオン

(SO〃4)

炭 酸 イオン
(CO〃3)

ヒドロ炭酸イオン
(HCO′ 3)

水 酸 イオイ
(OH′ )

水 硫 イオン

(HS′ )

メタ硼酸イオン

(BO′ 2)

メタ亜比酸イオン
(AsO′ 2)

計

180。

41。 1

50。

122.

0

0。

14。

10`

50.

8.

16.

20.

0。

0.

3.

0。

100.

1.48

0,0

0.581

0.201

0。

0.

0。

0。

641

60

0。 00

25.98

8。 99

8。 32

28 62

26.88

1。 16

0。 04

99。 99

52。

01 0。

18. 20。

0 9。

11。

390。 6. 81.11 19

10。

0

0. 0 0。

7.895 100 72。 031

0。 00

2。

酸

２＞
０

硼
ＢＨ

夕
＜

メ

127.2

0.1

0. 0.

19。 111 107
(″

lli

146.

80

H2S
痕 跡

質
含塩化土類弱食塩、放
射能泉(緩和性冷鉱泉)

放射能泉 (緩和性高温
泉) 単純泉(緩和性微温泉) (緩和性温泉)

合    計

遊 離 炭 酸
(C02)

総    計

泉

分 析 年 月 日 30。   9.  3 30。   10。   10 30。   11。   25 31。   3.  28

6。 環境衛生試験について

公害防止条例による公害調査のため,県下筑豊地区の 4豆炭工場の,煙害調査を行つた。

本調査に於ては,基気汚染の指標として,排煙中のC02の測定を行い,煙の分散度合,煙害をうける

地区の決定,及びその程度の牛」定を,調査目的とした。 (別項参照)

今年度も,前年度に引き続き,古賀町 (前年度調査を行つた周辺)の四エチル鉛による飲料水の汚染
調査を行うと共に,志賀町西戸崎のガソリンタンクから流出したと思はれる四エチル鉛の飲料水汚染調

査を行いつつある。

B。 研 究 事 項

10人 工甘昧料製品検査試験法の検討 (1)
重 金 属 の 試 験 に つ い て

中 村  幸  男

i結    論
食品中の重金属の試験は一般に試料を硫硝酸法叉はフレゼニウスバボー法で疎解し,その疎解液に硫

化水素等を作用させて試験するのであるが相当長時間を要する。従つて当県の様に多数の件数を処理せ

0.
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ねばならぬ場合は極めて不便なので簡便な試験法を考案し,予試験として採用している。

印ちこの製剤は一般に簡単な組成をしているので疎解せすにそのまま日本薬局方重金属試験が応用出

来ると考えた。その為には先づ反応の妨害物を除去する必要がある。一般に製剤はズルチン, ナツヵリ

ン,重曹,澱粉 ,デキストリン,可溶性澱粉,乳糖等から出来ているが,その内で澱粉 ,デ キスリン ,

可溶性澱粉が重金属硫化物の呈色を妨害する。澱粉自体は不溶性で何等影響はないが,製剤の時混合 ,

加熱等の処理をするので一部可溶性となる事が考えられる。それが溶液中5 mg%位から影響が現はれ
20mg%に なると水溶液中2 ppm程度の鉛は殆ど呈色しない。しかしその澱粉を糖化後試験を行うと ,
澱粉量が 2～ 3%に なつても色調が少し黄色がかつてはくるが,感度は約 2倍に上昇する。従つて銑敏
度を上げる為には,澱紛質を含む試料は一応糖化する必要がある。

ii実   験

検体 5gを ビーヵ―にとり水70ccを加えよく崩壊,溶解させる。指示薬として p―nitro phenolを 加え
10%塩酸で中和し,更に10%塩酸 4 CCを 加え酸性とし,水を加え100CCと し,し ばらく振盪静置して ,
よく重金属類を溶出させる。濾過 し,最初の 10 CCを すて 25 cCを比色管にとり,之に p―nitrophenol

が再びかすかに黄色を呈するも,6%重 炭酸ソーダを加え中和し,10%ヂアスターゼ溶液 3滴を加え,
50° cの水浴中で 15～20分間加温し,糖化する。次に 30%酷酸 2 CC及び水を加え,全量 30ccと し,硫
化水素水 10CCを 加ぇ,20～ 30分後標準液と比較する時之より濃 くてはならない。

標準液は 重金属を含まぬ 製品 5gに 前以て日本薬局方標準鉛原液 (l CC=PbO。 lmg)l CCを 入れ ,

検液と同様に操作する。之は試料の 0。 002%に対応する鉛を含む。以上を予試験として標準液より濃い

呈色を示す検体は疎解 して重金属の確認試験を行 う。

iii 結    論
以上で重金属の試験は相当簡素化されるし,約 0.002%(銘対応量)迄検出可能である。しかし重金

属の有機化合物の或る種類及び硫化物等の不溶性の重金属化合物日検出されないので其の点留意すべき

である。

2。 ポー ラログラフによるサツカリンの定量について

中 村 ―幸 男

ポーラログラフによるサツヵリンの定量については己に PeCh,百瀬,館,塚本等により報告されて
いるが ,それ等を製品検査に於けるズルチン,サツカ 1〕 ンの混合製剤中のサツヵリンの定量分析に応用

して好結果を得たので報告する。

a)定 量 の 条 件

(1)電 解液は 0。 lN―HClを用いた。 サツヵリンはこの溶液中で約 -1.2V附近に 牛波電位を有す
る還元波を持つ。

(�)ボーラログラフは島津 SH―UI型 を用いた。

(�)温度 25° c,水銀滴加速度 4.4 sec/drOp at OVolt l秒 間の流出水銀量 0。 788 mg,S=1/200で

行つた。

(�)極大抑制剤としてゼラチン 0・ 008%を 附加した。

(V)標準溶性サツヵリンは日新化学製を用いた。

b)検 量線 の作成溶性サツヵリン標準溶液として 10-2M/L水溶液 (l CC=C7H4°3NSNa,2H20
2.41 mg)を 用いそれを25ccの メスコルベンに各 0。 5cc,1。 Occ,1。 5cc,を とり水を加えて 2 CCと し,

0。 2%ゼラチン溶液 l Cc,及 び 0。 lN―HClを 加えて全量25ccと し,そ の適当量を電解瓶にとリボーラ
ログラムをとる。それを還元波の高さと濃度を軸とするグラフにとると零点を通る直線を得る。
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Soluble .Saccharin
Conc entr ati on

4.9 mg/%
9.8  ″

14.7  ″

Wave― height
S=1/200

11。 06 n■ コn

23.10  ″

37.70  ″

a)定    量
検体 0。 2～ 0。 5g(サ ツヵリンの含量により加減

する)を 50ccの メスコルベンにとり,水 25ccを

加えよく崩壊,溶解させる,メ チルオレンデ (20
mg→ 100 CC)1滴 を加え検体が NaHC03を 含
む場合は Nノ 2-HClで中和し全量 50ccと する。
その上澄液 l ccを 25ccの メスフラスコに入れ水

l cc,0。 2%ゼラチン液 l CC,0。 lN―HClで 25ccと する。その適量を電解瓶にとり約 20分間水素を通

じ腕酸素後S=1/200で -0。 7V～ -1.5V.間 のポーラログラムをとり検量線により定量を行う。

b)備   考
i)NaH903は HClに よりNaClと なるが之は電解液中10mg程度は影響しない。 (従つて上記試
験には支障を起さない。)

ii)溶性澱紛,デキストリンは電解液中 2mg程度は影響しない。
�)葡萄糖,乳糖,ズルチン等は上記の定量操作に於いて混入し得る程度では何等影響はない。
iV,)混入の恐れのある P―Sulfonamide benZoic aCidは サツヵリンと同様の波を現はじ重なる恐れが

あるがpH=1で は沈澱するので上記試験には影響しない。

3.豆 炭工場の C02の 測定について

秋 山 高

調 査 個 所

田川 市 東 区大 字 糖    田村 豆 炭 有 限会 耐
飯   塚   市   花 田 豆 友 工 場
山 田 市 下 山 田   下 山 田 豆 炭 工 場
古 河 鉱 業 所   大 峰 豆 炭 工 場

調 査 方 法

豆炭工場よりの排煙による公害を調査する方法としては,煙濃度の決定,煙中の成分分析,煙の分散
とその被害区域の決定及びその程度の牛ll定 を行なはなければならないが,煙害は工場の操業状態及び気
象条件により,左右され且,測定方法についての技術的制約をうけるので,完全な調査を期待する事は困
難であるが ,その一部を知ると云 う点では可能と思はれる。

今回の調査では,排煙の分布を測定するため,排煙ガス中に最も多 く含有されると推定される C02
gが を指標として採用した。

調  査  成  績 (別表参照)
結    論
煙道を有する,逆燃式の豆炭工場についてC02の濃度.を測定 した所,風下の野焼式の場合当然煙害をうける,と 考

えられる地点に於て,C02の著明な変化は認められない。之らは,煙道通過中の司燃性のガス成分が,燃焼又は,冷

却凝縮して,附着するなどにより,除去され,その結果煙が拡散 し易くなると共に,煙突から放出されるので,周辺

に停滞しなくなると考えられる。

更に下山田工場の場合をみると,野焼方法であるので,「火入れ」数時間後には,工場周辺に,排煙が停滞し,肉

感的にも,煙害が認められる様になり,逆燃式煙道を有する場合と異なつた状態となる。C02も この場合 0。 057～

0.071%に なり明らかに増加する。併し,C02の濃度増加は,原料炭の燃焼助工量燃焼加工の過程により異なるの
。で,煙害による,空気汚染の指標として用うる際その取扱には,今後充分の検討を有すると思われる。

脇 元 作 郎
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豆 炭工場周辺の表酸 ガスの分布状態

田 村 豆 炭 会 社  (除害設備なし)

南 南 東

75ゝ4

po M 6。 00

7.00

8.00

9。 00

10。 00

11。 00

12.00

A.M 1。 00

2.00

3.00

4.00

5。 00

平    均

測定時の気象条件,  気温 7.9° c, 気湿 82.5%

SSヽV

W
N

S

E
S―>E

NE

N

W

W
NNW

NW

花 田 豆

測定時の気象条件  気温 104° c,

風速 o～ 1。 5m/sec

(除害設備有)

風速 2～25m/Sec, 主風向 南南西

煙 道 ガ ス の 分 析

P.M7。 00

炭 工 場

気湿 60%,

風  上

″  9。 00
3.20

5。 20

6.20

7.20

8.20

9。 20

平   坪

時刻距離

0.056フイ

0。 017

0。 045

0.047

0.048

0.052

0。 049

0.056%

0。 055

0。 042

0。 044

0。 050

0.049

CO,
Flydro Carbon

oe

CO

10。 15%

0。 0 ″

5。 40″

3,67″
0。 044

下 山 田 豆 炭 工 場  (除害設備なし)

4・ 2° c, 気湿 81%, 風速 0～ 1。 5m/SeC(一定せず),
西～南東

50 M

測定時の気象条件

測 定 30 1ヽ

4。 30

6.30

7.30

8.30

9.30

気温

主風向

80 M

0.043%

0。 060

0。 077

0.055

0.050

150ヽ4

北   方 南   方

30M175M 150M3o\{ I z;vt
I

西   方

30M 3'OM

東 方
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0。 110

0。 110
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0.033

0。 083
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0。 079
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0。 089
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0.055
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0.084
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0.065

0。 051
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0。 064

0。 091
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0.068
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0.071

0。 047

0。 065

0。 043

0。 068

0。 056

0.070

0。 049

10。 063 0.050 0.064

風下 30M ″  50M ′′  70M

0。 046

0.

″  8。 00

8.83%

0.0 〃

4.58″

1.53〃

ｂ

〔

10.02%

0。 0 ″

4.58″

3.92〃

30 L4 50 M

0。 048%

0。 042

0.048

0.062 '

0.052ヲ /

oo o56

0。 046

0。 050

0.061

0。 036%

0。 045

0。 043

0。 052

0。 045

0.044%

0.049

0。 o51

0。 044

PM

0.

30ゝ4 75�I 150Ⅵ

0。 173

0.131

0.092

0。 091

0.085

0.082

o.072

0.082

0。 085

0。 085

0。 081

0。 08[
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距 離

C02    '%

古 河 鉱 業 所 0大 峰 豆 炭 工 場  (除害設備逆燃式)
測定時の気象条件  気温 10.5。 c, 気湿 48%

C02以 外 の ガ スの分 布 及 び 分 析

3

0。 047

風下  15M 風上  15M 工場内  1 ″ 2

0.043 0。 054 0。 044 0。 072

工   場   名 測 定 箇 所

工場内

工場外

″ 外

″ 外

″ 外

30 R4

30 M

30 M

30 M

H2S

痕   跡
検 出せず

検 出 せず

検 出 せず

検 出 せず

S02

検 出 せず

検 出 せ ず

検 出 せず

検 出 せ ず

検 出 せず

5.0

7.0

200。 0

|

CO I

花 田 豆 炭

III 田 豆 炭

峰  豆  炭

註  測定は検知管によつた。

4.井 戸水及び温泉水中のフツ素の定量法について

脇 元 作 郎
フツ素の定量法として,衛生検査指針 (飲料水検査指針)に は Al―ヘマトキシリン法,及び Zr―ア
リザ リン S法が採用されているがこれらの方法には種類の難点があり,そ の鋏点を除去する為に新試薬
による比色定量法の研究を行つて1いたが ,その一部が完成したのでその使用を行つていそ。
試 薬 及 び 器 具
色 素  ブルプリンスルホネート (プルプリンS)

プルプリンを発煙硫酸でスルホン化し,プルプリンスルホン酸ナトリゥムとして取 り出 L′ ,精製 して用
うる。

この色素の 0。 01%溶液と,ジ ルコニウム 0。 01%塩酸 (2。 4M)溶 液を,試料 50CCに 5 cCづつ加え,
30分放置後,分光光度計を使用し520 mμ で吸光度を測定する。
・妨 害 イ オ ン の 影 響

妨害作用を呈するィオンとして硫酸イメン,燐酸イオンが主なものであるが ,その妨害ィオンについ
ては別表に挙げる事にした。

イオンの種類 妨 害 濃 度

下

大

田 村 豆 炭

SO.1

Cl

Fe+

Al十

結    論
(1)フ ツ素ィオンに依る Zr―プルプリン Sレ ーキの褪色作用はフツ素の微量比色定量に応用出来る。本
法に依ると 0.02ppm迄の定量が可能である。
9)妨害イオンとしては硫酸,燐酸が主な物であ り,妨害作用はフツ素ィオンの低濃度の場合に強 く影
響する為,低濃度の定量法については更に一検討の余地があると思う。

4.0～ ,7。 O PPM
痕   跡

検 出 せず

検 出 せず

検 出 せず

フツ素添加書 妨 害 濃 度 イオンの種類 フツ素添加量

0。 6

0.6

0.5

0。 5

200。 0

700.0

2。 0

1。 0

燐
　
硼
　
硬

酸

酸

度

0。 6

0。 5

0。 5
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Ⅲ 衛 生 生 物 科

術生生物科長 高  橋  克  己

A 検 査 業 務

昭和 31年に於ける当科の試験検査業務は次表の通りであるが以下主な項目について略述する。

検 査 種 目

寄 生 虫 検 査

マラ リヤ原 虫 検査

血 液 型 検 査

日本脳炎髄 液 検査

駆 虫 薬 効 力 試 験

殺 虫剤等効 力 試 験

梅 毒 血 液 検 査

日本脳炎補体結合反応

水 質 検 査 (細 菌)

飲食品検査 (細 菌)

環境 の細菌学的検査

合     計

I

陽性又は
不適件数

1,614

1・ 寄 生 虫 検 査

昭和 31年に於ける寄生虫関係依頼検査 件数は

1,057件 であるが, その多 くは市内食品製造業従

業員及び官公庁一般会耐給食関係者の定期的検便

である。

是等の主として市内在住成人の寄生虫卵保有卒

は,畑虫は概ね 20～25%, 釣虫 2～ 5%程 度で
比較的低卒を示している。

2。 駆 虫薬殺 虫薬等の効 力試験

昭和 31年の駆虫薬効力試験依頼は 3件で,何
れも,サ ントニン及びカィニン酸又は海人草エキ

スを主剤とする姻虫駆除薬である。

是等について小学校学童を対象とし畑虫駆除薬

簡易試験要領に準じて行つた試験の成績は,概ね畑虫卵陰転卒 としては60～ 70%で 各サンプル毎の大
差は認められなかつた。

次に殺虫薬効力試験依頼は2件で何れも殺虹効力試験であイ′。
その他中性洗剤による寄生虫卵洗除効力試験の依頼が 1件あつたが,本件は野茶の葉等に付着してい

る寄生虫卵を調理時中性洗剤に浸し,振 り洗いする事により除去せんとするもので,そ の試験成績は次
の通りである。

中性洗剤による豚畑虫卵洗除効力試験

試 験 方 法
検体の O。 5%蒸溜水溶液を作り,一方対照として水道水のみのものを用意し,両者を各々腰高のビー
ヵ―に入れ,野茶の葉に豚畑虫卵を人工的に塗附し,室温で乾燥させたものを10分間浸して後 20回宛
夫々振 り洗いを行ふ。中性洗剤で洗つたものは水で20回すゝぎ流しを行い,野茶の葉に附着していた豚

畑虫卵の洗除数を算定した。

試 験 成 績

試 料
5 附着卵数

55

(100%)
検    体

35

(100%)

対  照

水 道 水

15

(1∞%)

60

検査件数

０５７
５‐
２３９
拗
３
３
０２２
４２７
３５３
‐４。
。

翻6

数

(238%)

0

1

Ｔ
一
　

　

Ｔ且

55

(98.2%)

33

(94。 4%)

(1.8%)

(2。 8%)

1

1

2

(13。 3%)

2

(3.3%)

11

(74。 4%)

48

(80%)

2

(13.3%)

|

|

|

|

|

|

(13.3%)
8

0

2

(3.3%)

註  第 3回洗族以下はプランで葉をこすり洗いした。

(1∞%)
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3。 臨 床 検 査

a。 _血液型牛」定試験

昭和 31年に於ける血液型牛|1定依頼試験は,239件であるが,是は全部市内の給血斡旋業者よりの所謂

スペングーの 血液型依頼で,此の中 51件は マラリヤ原虫検査と重複している。被検者の型別分類で

は,0型が 最も多 く次は A型 ,B型 の順で AB型 は最も少い。 年令的 には 18才より53才までで ,

男子は 25～30才,女子は20～ 24才か 25～30%を 占めて最も多い。

b.日 本脳炎患者及び同容疑者の脳脊髄液検査
昭和 31年は福岡県に於いて未曾有の日本脳炎患者の多発をみた年で,総数 316名 (中死亡者 110名 )

の多きに上 り,此の発生 患者数は昭和 29年の 24倍 ,昭和 30年の約 2倍であり,戦後最高を記録して
いる。患者の発生は昭和 31年 8月 を最高とし 7月 より9月 迄に渉 り,発生地域は主として京都郡,北

九州地区,福岡市,筑豊地区に比較的高い 集積性が 認められ,幼易弓年者と老令者に高い発生卒を示し

た。是等患者又は容疑者の診断に当つては,後述の患者血清の補体結合反応による血清学的診定と併行

して髄液の臨床的検査を行つたが,患者又は容疑者より髄液を採取し,保健所を経由して当所まで持参

される間には,可成 りの時間的経過を余儀なくされ,試験項目によつては不適となるべきものもあり,

その診断的価値は考慮の要がある。

試験項目は Pandy反 応 Nonn6-Apelt反応,糖定量,サ リナルアルデヒド反応 , トリプ トフアン反

応 ,細胞数算定等である。

是等の試験結果を,補体結合反応により診定れさた日本餞 ;;t群と,非 日本 1)滸炎群に分けて各反応の陽

性出現卒を比較すると次表の様になる。

礎i   液   所   見  (第 1病週のもの)

非 日 本 脳 炎 群

目

程度別
士

Nonn6 Apelt trffi
21

9。 6%)

14
Pand y′反:万芯 3.5%)

3
Tryptophan trI6

(3。 4%)

Salicylaldehyd trIfr
15

14。 (46%)

非 日 本 脳 炎 群

40mg%以下

糖  定  量
7

(6.8%)

101/3以上 15/3以下

細  胞  数 66 36 23 21

(36.5%) (19。 8%) (23。 9%) (21.8%)

自口ち,血清学的に診断の確定した日本脳炎群と,一応血清学的に否定された非日本脳:iた群との間に
は,そ の髄液所見に各検査項目共本質的な出現卒の差異は認められない様で,従つて髄液所見により日

群 日 本 脳 炎 群

十 土 +

(2%) (8%)

133

(“ .8%)

10

(5%)

36

(18%)

4

(3.7%) (13%) (58.8%)

63

(4.6%)

5

(7.3%)

15 11

(10%) 〔20。 1%)

22

13.7%)
(4。 9%)

10 28
|

lt

1.9%)

l

146  1

〔71.9%)|(

4

(51.3%|

6

(5。 8%)

2

(1・ 1%)

5

(2.8%)

46

125.6フ/) (3.9%)

7 119

(66.4%) (4。 2%)

4

(4.2%)

19

(20%)

19

(1%)
|

18

(9。 5%)

27

(14.2%) (3。 7%)

7 118

(62.4%)

16

115。 8%〕

18

t17.8%

5

(4。 9%)

日 本 脳 炎 群

程度別 70mg%以 上 40～701ng% 40mg%以 下 70mg%以 上
140～
701ng%

137

(70。 9%) (22.3%) (6。 7%)

13

|

79

(76.6%)

17

(16。 5%)

(37。 5%)

36

15 101/3以下 /3以上3

44

(24.3%)

35

(19。 3%) (16.6%)

56

′3～
00/31

‐51/3～
100/3
16/3～
50/3
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本脳炎を診定する事は困難と思はれる。但し,日本 I)当炎の罹患年令暦である幼易牙年者に頻々発病し且日

本脳炎と鑑別困難な場合の多い,急性友自髄炎やヘルペス脳炎,ム ンプス髄膜炎等の比較的髄液所見に
乏しい或は之を鋏 く疾患に対 しては,日本脳炎群は明らかに細胞数,糖量,グ ロブリン反応等に於いて

所見を呈する事が多いので意義が認めら11よ う。

4.梅 毒血清学的検査

昭和 30年度より依頼件数は減少したが,陽性卒は約 10%上昇している。これは妊婦についての検査

件数の減少によるところが大きく,又病院,駐留軍労務者の梅毒治療患者,給血者及び保健所において

牛」定しえないもの等について検査を行つているためと思われる。

筒これ等検査依頼の大部分は定量法である。定量法では,凝集法 1:1～ 16,緒方法 1:10～80の も
のが殆んど大部分である。

5。 日本脳炎補体結合反応  "

昭和 30年度は日本脳炎の大流行をみたが ,31・年度においても30年度以上に著しい発生:を みた。取扱

つた日本脳炎容疑 害́者血清の 補体結合反応 検査件数 ri,延 427件 ,実員 271例中陽性者 143例 , ワ氏

反応陽性,抗補体作用等のため牛|1定不明のもの 8例であつた。筒死亡その他探血不能のため,抗体上昇

をみることの出来なかつたものも多い。陽性転化と病日との関係についてみると,早いものでは 3病 日

以前,遅いものでは28病 日以後に陽転 したものもあるが,殆んど大部
｀
分は 4病週以内に陽転している。

叉抗体価は第 1病週では 1:2～ 16で 1:8以 下のものが多 く,第 2病週では 1:2～ 64で, 1:16附

近のものが多 く,第 3病週では 1:2～ 128で ,・1:32～ 64の ものが多 く,第 4病週以後では 1:8

～>1:128で , 1:64以上のものが多い。筒 311年度は 3o年度よリー般に抗体価も高 く且つ抗体価の

上昇も急激であることから死亡者が多い理由の一端が推察される。

表10     梅毒血清学的反応検査成績  (昭 31)

凝 集 法 39。 8

緒 方 法 32。 5

ス

法

フ

計

ガ

板

43

(19)

209 730177

(68)

305

(98)

586′

(153)

30.6

34。 6
(76)

425 286 282 394 368 154 177 4,093

(189) (28o) (126) (104) (39) (74) ,41(112)

補 体 結 合 反 応 検 査 成 績表 2

日 本 脳 炎

狂  大  病

波  状  熱

計

5月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計

７

ハ劉
フ

106

(40)

カ

ハ
Ⅵ
）

χ

“

,250

(83)

145

(106) (43)

99 101

(51)
‐３‐
０ (21)

56

(25)

64 1,489

(593)

104

(30)

２ｏ８
０

５ｏ

０

２

′′貯
ヾ

131

(34) (13)

56 64

(34)

1,370

(446)

４３

　

１４

170

(32)

230

(46)

‐４５
的
135

＞

一

　

＞

１ ０ １

４ ３

一

８ ０

３ ２

＜

一

　

＜

(36)

153 106

(22)

４２

０

49 1,234

(15) (379)

4 月 5  月 6 月 9  月7 月 8  月 10 月 11 月 12 月

179

(1)

2

(23)

２７

０

１

＜

　

一

15

(8)

註  括1)瓜内け陽性数

2

(93)

3月 6月

‐７９

＜４６＞

|
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表 3

件 数 (定員)

陽  性  数

判 定 不 能

日本脳炎補体結合反応 (発病月別による)検査成績

日 本 脳 炎 C.F.抗 体 分 布 (昭 31)

●・・ ●00 8   ●

● ●:8:08,: 8000  ●

8 ● 8      0 1 88 8 o :3 Q ● 8

888::料
:●
・ :●

計

271

143

8

1:128

1:64

1:32

1:16

1: 8

1: 4

●● 8

:888

8 ●`:3   8

t3 S:.333: .

..! 3 ...

t3 o

aa

第 l病 週 第 2病 週 第 3病 週 第 4病 週 第 5病 週 第 6病 週 第 7病 週

6。 井水 、水道水及び簡易水道水の細菌学的検査について

井水の検査依頼は殆んど個人であるが,水道水及び簡易水の検査依頼は市水道局,或は工場学校等の

団体が主である。井水の検査件数は 116件で其の中不適 (大 |1易菌陽性或は細藤数多数のため)は 11件

で 9。 4%,水道水及び簡易水の検査件数は 202件で其の中不適は 8件 (3。 9%)で あった。これを31
年度以前の成績と比較すると年々不適件数の減少が認められる。勿論晒粉,次亜塩素酸曹達,塩素瓦斯
等による沿毒もあるが水に対する衛生的知識の一歩前進と思はれる。

7.食 品及び食中毒の細菌学的検査

一般食品 (牛乳,つ[製品,清涼飲料水)の検査件数は 156件で其の中不適品とした件数は皆無であつ

た。集団中毒として材料を途付された件数は 自衛隊 2件其の他の団体が 1件計 3件で可検物は40検体
であつた。自衛隊の2件中 1件は黄色葡萄獣球菌によるものと判定された。もう1件は食品より検索さ

れなかつたが,本所細嵐科の検便其の他の検査の結果鼠チフス菌によるものとわかつた。他の 1件は試
験の結果原因不明におはつた。

8.獣 療検 査について

疑似狂大病として途付された可検物 (犬頭部)は 2件にしてネグリー氏小体の検索,補体結合反応及
動物試験の結果何れも狂大病と認められなかつた

4 月 5  月 6 月 7 月 8 月 9  月 10 月 11 月 12 月

224

116

6

1:
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食 品 細 菌 関 係 検 査 一 覧 表 (31年 1月～12月 )

種 類

11

B・ 研 究 事 項

好冷細菌汚染による保存血の輸血事故例

己

耕 (国立小倉病院)

近時我国でも血液銀行の普及に件い,保存血 (厚生省七示による所謂 ク
エン酸塩加入企血液 )が輸血

に供される機会が著しく増大 し,1liマ 血上嘗つて得 られなかつた紳
人の利便が与えられると同時に,保存

血による輸血事故の発生も,必すしも少 くない様である。

就中その事故症状の激烈さと,死亡卒の大きい事から最も注意されねばならぬものに ,|;薇存血の細菌

汚:1染がある。此の種の報告は比較的新しく,外国では 1951年米国で BOrden and HaHが 最初に報告

して居 り,我国では 1953年千葉大学の相磯教授が第 1例を報告 し,引続き岩永等の報告 (1955年)が

ある。私共も最近 (1956年 8月 )保存血の細菌汚染による輸血事故例に遭過したので此処に簡単
にそ

の概要を述べる。

i 症例 30才の女子。

分娩の為入院し,その 予慌処置として保存血 (0型 )の輸血を行つた処 ,間 もなく悪業,戦慄 ,発

熱,悪心 ,|1匠吐,血圧降下等の所謂 Peripheral Vascular Conapse状 態となつたので,全力を尽し療

法に努力し,3～ 4日 の経過後幸ひ患者は恢復した。然し此の間′害者は分娩を行つたが :治児は死亡し
て

いた。

此の使用保存血より培養により,グラム陰性拝苗を純粋培養の状態で分離した。省此の事故保存血は

1吏用前一応外鶴上変異を認めす且,塗抹標本を作 り染色鏡検したのであるが,細 菌は認められ
ないとし

て輪血に供されたものである。

ii 分離菌の性状及び同定

分離菌は,グラム陰性の小拝菌で,芽胞及び鞭毛は持たない。その生物学的性状は第 1表
の通りであ

るが,特徴を要約すれば次の様である。部ち,栄 養要求 は比較的簡単で,普通寒天に良く発育し,

Simonsの 梅株酸ソーダ培地に発育する。精分解能は著しく貧
"」

で,健に葡萄糖を分解するかの様で
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あるЭ色素産生能は全 くない。マウスに対する毒力は蒻 く3～ 4 mg腹腟内注射で之を斃す。特異な事
は,そ の発育温度である。第 2表に示す様に, 至適発育温度は 200C～ 25° Cで 37°Cでは全 く発育しな
ぃ。 叉 2°C～ 60Cの 水室内でも約 1週間後には最大発育を示す。 図に示す様に新鮮クエン酸ソーダカ1

人血に分離菌を一定数投入し,5° C上 1°Cの水室内々放置しても約 1週間で最大発育を途げていた。

自:ち ,完全な好冷性細菌の一種で,此の特性が今回の事故の原因となつたのである。
以上の分離菌の 生物学的性状より, その同定は Bergeyの 分類にょれば Achromobacterと 考え

らォ1る。

ili 保存血の細菌学的培養検査。

此の事故例に鑑み,某血液銀行の保存血 150ユ ニツトにつき,培養検査と施行した結果 , その 4ユ ニ

ツトより1株宛 4株の細菌を分離し,その同定を行つた処 ,何れも事故例よりの分離菌と全 く同一性状

を有し, AchrOmObacterと 同定さガ1た。

第 1表  分離菌の生物学的性状 拘縁酸ソーダ添力0人血の低温保存による分離菌の

増殖曲線 (5°士 l°C移植菌量57生
｀
)
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第 2表 分離菌の発育温度 (普通寒天平版上)

iV 考    察
AchrornObacter lま , PseudoFnOnus,  とりl:に

水中菌の代表的なもので ,大部分は非病原性のも

のであるが,そ の存在環境上,好冷性のものが多

く,諸家の報告にも保存血の細菌汚染事故の原因

1有 として屋 分々離されている。私共の此の事故

も, 前述の 150ュ ニットの ilt存血 より 4ユ ニツ

ト,事故原因菌と同一のものが分離さオQている事
より考えて,恐 らく此の血液銀行に於ける保存血

の管理中,何等かの訣陥により,一斉に同一原因

で保存曲が汚染され,冷蔵中に増殖した ものと推

定される。保存血の如 く厳重に操作される無菌操

作過程ですら,此の種の細菌汚染が存在する事実
は,ワ クチン,治療血清類等の生物学的製剤の■

菌試験に当つても同様に留意されねばならない事を示|:変するものであ /,う 。自|ち是等の細菌学的培養検

査に当り,遜常行はれる培養温度 37° Ci』 好冷細 1暴 の検出に関する限 り全 く盲点となつて居 り,此の挿

細菌の存在を看過する事になる。従って 37° Cと 20° C～ 25° Cの両淵度に11:養するが望ましいっ唯リケ

チン,'fr療 血清類は,それ自体一定濃度の防腐剤を含有しているのと,14射量が比較的性少で且直接血

管内へ投与する事が少い等の為,此の種非病原性細苗σ存在が,直接・イ故とむすび‐/ノ き殿題化しな力つ

たと推定されるが,少 くとも無菌試験の概念には一応好冷細菌σ」存在を含頭に置 く必要があろうっ
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む  す  び

私共は細菌汚染による保存血の輸血事故例より AchrOmOLacterに 同定される細苗を分離したが本
由は所調好冷性を有し,20C～ 6°Cの水室で保存血中に培殖可能な細苗であつた。・

2.レ プ トスピラの培養に関する研究 第 l報

組織波を基礎とした新培地における L.CaniCOlaの培養実験

真 子 憲 治  大 塚  悟

私共はレブトスピラ (し と略)の好適垢地を作製するため,先づ肝或は腎の組織演出液と基礎とする
垢地を試作し,主として, Lo canic01aに っぃてその培養実験を行い,精々満足すべき結果をえたので

報告する。

実験材料並びに実験方法

i培 地 の 製 法

(a)組 織ヤ受出液 (ふ礎液)の製法 :フ イラトーフ原法に従つた。自|:ち 署殺直後の新鮮な馬肝或は腎
を 2～ 40Cの水室に 1週間 放置後 ミキサーで細砕し,そ の 100gに蒸溜水 1,000 cCを 加え 1時間 室温

放置後温補で 800C30分力li温,綿布濾過後更に 100° C15分温槽で力「l温 ,濾紙滞過後, 120° C30分 減苗
し保存する。

(b)培 地の組成及び 1史用法 :基礎液 500CCに対 し,5%ペ プトン 3 cc(0。 028%),10%´ ィースト
2cc(0.037%),10%塩 化ナ トリウム 15 cc(0.28%)30%ゲ ラチン・ブイヨン 16cc(0.9%)を そ
11ぞれ加え,pH 7.2～ 7.4に補正し,之 を5 cc宛試験管に分注し,100° C30分 3日 間滅菌する。 1吏用
に臨み新鮮家発血清を約10%の害|!に 加え,56° Cl時間加温する。

ii 寓  用  IIi 1lt

iI井月.1基 i下衆|′

′ま L.canicOla, L.ictel´ Ohaeln]LOrrhagiae, L,auturnralls, L.hebdOmalis, L.australis

A,Lo pyrOgenes,  L.bataviae,  L.pOI]nOna, L.grip「 OtyphOsa, :L.andan■an A, :L.bOvis, L.pOi,

L.rnochtaril ‐
「
″ヽ)る 。

iii実 験 方 法

全実験を通じ,対象として KGrthOf培 地を用い,垢地量は各培地共それぞれ 5 ccと し,2本宛を用
いた。移植用しは KOrthOf培 地に 27° C12-14日 間培養し, その 0。 lCCと 各管に移植後 27° Cに所要

期間培養した。 しの発育 程度の牛li定 ク』標本 5枚宛 (1枚 にっき 50硯 野 宛)暗祠野鏡検 (ラ イツ対限

5× ,対物 112), 1蔵 野当りのレ数の平均値をとり行つた。

実  験  成  績

l・I 基礎液 |こ力||え る各成分と Lo canicolaの 発育との関係。

(a)各成分 とL.canicolaの 発育との関係 :本培地では塩化ナ トリウム,ベ プトン,ゲ ラチン・ブ

イヨンが不可欠のものと思われ, イーストはレの発育を促遣保持させるのに役立つものと考え

られる。筒酵母ェキスは L o canicOlaの発育を阻止する成績をえたので,本培地には加えない

こととした。

ib)ペ プ トンの種類と L.canicolaの発育との関係 :Korthof培地に使用する Witte pepton

と P01y peptOn,DifCoの 。PrOteOSe peptOn No。 3の 3種類について追求した結果 Witte,

Polyで は両者に差がなく,Proteose peptOnは 之等より劣るので,本培地には入手し易い

P01y peptOn を:使用すそ)こ ととした。

(2′ 本培地における Lccani∞laの発育状況             ・`
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50月 後まで 発育状況を追支したところ,本暗地における発育の程度は KOrthOf培地に優 り,■現在迄
(7代 )継 it可能であつた。 (表 1)

t3)本暗地における各種レ株の発育 状況

各種レ (所謂 山本教授のレ代表群を含む)各 11ミ ;|ミ 自口ち L.icterohaemOrrhagiae, L.hebdomadis,

:Lo canicOla,  L,autuinnalis. L.australis A,:L.pyrogenes, Iン ●bataViae, L.andalnan A,:L.pOi,

L.m03htarli, L.b〕 vis, L.pOmOna, L.g■ ppOtyphOsaの発育状況を追′えした 所特に発育著明な

ものは,Lo canic01a,L.hebdOmadis,L.autulnnahs,L.australis A,L.pyrOgenesで ,そ の他の株

も Korthof培地と同程度或はそれ以上の発育を示したっ次にレの発育を阻止すると思われる家兎 I青 L

清を通常の如 く添加し,上述の各 ::手 しについて,そ の発育程度を観察したところ, KOrthOf培 地では

L.pOmOna, Lo mOchtarii株 以外は発育が極めて悪かつたが, 本埼i地 ではいすれ もよく発育 して, か

かる家免血清による影響は殆んどみられなかつた。

{{)六培地の分離培地としての検討

当所で分離 した分離後間 もない犬系 Locanic01a 5株 , 予研より分譲 うけた三河島株 (L.icterohae

mOrrhagiaC)を それぞれモルモツト及び仔大に接種し,心血 ,肝 ,腎等について, KOrthOf培地を

対象として,比較分離試験を行つたが,両者間には殆んど優劣の差は認められなかつた。 叉自然材料
(野犬及び鼠族腎)か らの直接分離比較,或は暗硯野鏡検でしを認めた腎学L剤のモルモツト接種によ

新培地における L.canicOlaの 発育状況

30 日     50 日

新 培  地
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0+:放 硯野ヤこ 1～ 2匹 ,
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6+

4+

1視野に 1～ 10匹 ,
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表 2・ 新培地におけろ各種レプ トスピラの発育状況
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表 3

ca.nicoia.

icteroir;:ernof r'h a.g-i :re
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hebocrm:r,cii s

;nrstr:rlis A
pyrogene s

i:atavi:re
pomona

and ?.m an A

.q ri p potylthosa
bovi s

poi

rnochtarii

新 培 地 に お け る 各 種 レプ トス ピラの発 育 状 況

特にレプトスピラの発育を阻止すろ家兎血清添加による影響

7  日 14  1ヨ 21 日

Iく 。 M. I、こ. M. K. M. K.
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表 4.

.表 5.

No. 供 試 菌 1朱

D.479

11). 479

1:). 279

11). 279

モルモツト接種実験における分離比較

仔 犬 接 種実 験 にお け る分離 比較
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る分離比較はレ株の分離例数 (鼠系 2株 ,大系 4株)が少いため, その優劣を決定する迄に至らなか
つた。

む  す  び
以上の実験 成績から本培地は L.canic01aの 培養に好適であるのみでなく,各種レ株の培地として

も使用しうることを知 りえたが,更に今後は組織液の種類,濃度その他発育促進剤の添加等の問題につ
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3。 福岡県におけるレプ トスピラ症の分布調査

第 1報  野犬および鼠族のレプトスピラ保有状況

真子憲治 大塚 ;悟 (衛研)辻川広― (麻生鉱業吉限病院)
香月弘己 (直方保健所)富 野幾太郎 (粕屋保建所)
西川成之 (浮羽保健所)植 田 貞三 (博多保‖:所 )

県下におけるレσ分布については一群⊂地区については調査が行われているが,系統的な調査は行わ

れていない。従来本症健:地方篤の一つとして,散発的な発生をみていたものであるが , 日百租 27年 7月

糸島郡,28年 8月 田川郡において, L.canicOlaに よる本症の爆発的発生をみた こと等か %県下のレの

分布の調査を痒感して,平1和 27年 9月 り来主な感染源である野犬について調査を行い, その一部は既

に報t‐ したが,略和 30年度より全県下を地区毎に系統的な調査を行 うこととな |,, 鼠族についても調
査 を行つて来たので ,1現在迄の成績について報

‐
|ち する。

調  整義_ 方  求去

野犬或は鼠族の腎については暗祠野鏡検及び Korthof培 地への培養を行い, レの検出及び分離を

試みた。叉一部のものについては暗所野鏡検でしを認めた場合モルモツト接種を行い,レ の分離に努め

た。筒野犬の血満にっぃては L.can.,Loictercheの 外山本教授の提唱するレ代表群を用ぃて,S.M_

反応を行うた。叉年令,性別についても調査したが,一部の地区では材料入手の関係上行いえなかつた

ものもある0鼠族は,家鼠及び野鼠について検索し,種類,性 ,体重等も調査 した。

調 査 成 績
(1)野犬における調査成績
(a)調査地区 :福岡 ||,,米虐屋,筑紫郡をネ11価地区,三瀦 ,滓列そ群,久留米

~||,を

筑復地区,寿穂 ,日

川君F,直方巾附近を筑妻1地区としこの 3地区について調査した。

(b)レ 保有状況 :表 1の通 り,総検査数 643頭中67頭 (10.4%)に レを認め,地区的には筑後地
区 (16。 5%)に 保ィj牢が高 く,筑豊地区 (909%),福 岡地区 (8。 7%)の 順となつている。
(c)S.M.反応 成績 :表 2の通 りで検査しえた 473例 中 1:100以上を示したものは 215例 45.4%

で , L.canに 反応するものが 最 も多く172例 36.3%,L.icterOh.24例 5.0%,L.can。 と L.icteroh

の両株に同程度の反応を示したものは 9例 1。 9%で ,その他 L.pyrog.5例 100%,L.auste A 4例 0.8

%,Lohebd l例 0。 2%で あつた。地区的には三ヽ1猪郡から L..hebd,Le austo A,L.pyrOge,鉄 紫 ,
嘉穂 ,日川群から Lo pyrOg。 に反応するものが認められたことは興味深い。

(d)年令,性別とレ保有並びに So M.反応との関係 :表 2に示した如 く,性別では 6に稽々高い保
有卒を示し,年令との関係では明らかな差は認め難い。 So M.反応では 1才未満は陽性卒が低いが 1才
以上では明らかな差は認め難 く,叉性別でも差は認め難い。

(e)し の分離同定 :分離 したレ株は 25株で, そのうち 21株は L.canicola, 4株は 同定 中であ
る。 叉モルモツトに対する毒性は易牙毒であつた。何黄疸症状を呈した犬か ら分 離 したレ株は Lo can.

と同定されたo

(2)鼠 族における調査成績
(a)‐ 11封査地区 :福岡に 筑紫郡,久留米市,三瀦 ,嘉穂 ,遠賀郡,直方 FIJで ある。
(b)レ 保有 状況 :表 3の如 く,家鼠では 265例 中62例 23.3%,野鼠では 47例 中 2例 4.2%であ
る。地区的には所謂友坑地帯の嘉穂 ,遠賀郡に高い。

(C)鼠族の種類とレ保有との関係 :表 3の如 く家鼠ではドブネズミ (57ノ 22025。 9%)に 高率で,タ
マネズ ミ (4/439。 3%)は 低い。 街アジアハツカネズミは 2例 中 1例に認められているが例数が少 く
比較困難である。野鼠は今後の調査により検討 したい。

(d)性 ,体重とレ保有との関係 :表 4に示した通 り,体重の大であるもの程 レ保有卒は高く, 小さ
いものでは非常に低い。叉性別では♀がやや高いが著差は認められない。
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(e)レ の分離同定: 家鼠から15株 ,野鼠から1株の 16株を分離した。家鼠か らの 15株はいづれ

も L.icterOheで ぁるが,野鼠からの 1林 は同定中である。

む  す  び
(1)野犬 643頭中67頭 (10.4%),鼠族 312匹 中64匹 (20。 5%)に レの保有を認めた。
(2)地域的には野犬では筑後地区 (16.5%), 筑豊地区 (9。 9%), 福岡地区 (8.7%)の順で,鼠

族では衛生状態の悪いと思われる友坑地帯の嘉穂 ,遠賀郡に高率で,他の地区では低い成績を示した。

表 10 野犬のレプ トスピラ保有状況

血  清  反  応  (S.M.反応 )
地 区

福
52.7

35。 7

51。 5

46.8

25。 0

57.1

44.8

36.2

53.3

39.6

計 473
172
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5。 0

1
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0。 8
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率
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0)野大における年令,性別とレ保有との関係では,年令,性別による著差は認め難い。鼠族ではドブ
ネズミに保有卒が高 く,ク マネズ ミは低 く,体重の大であるもの程保有卒は高い。性別では著差は認

め難い。

“

)野大についての So M.反応から本県にも L.australis A,L.pン rOgenesの存在が察知さねたが ,
この事実は今後のレ症予防対策上関心すべきことと思われる。

6)分離 したレ株は大系 25株,鼠系 16株で,犬系では 21欄 が L.can.で他は同定中であり,鼠系で
は15株が L●cterOh。 で他は同定中である。

C)レ症予防対策上重硯すべきことは野犬の淘汰,家畜へのレ予防接種,衛生状態の改善並びに鼠族の
撲滅である。

表 3。 鼠族 の レプ トスピラ保 有状況

地  区

陽 性 率

(%)

3。 3

13。 0

25.9

10.5

50.0

20。 5

註  括弧内は「 ン」保有例数

表 4。   家鼠における「 レ」保有と性別,体重との関係

性 別 性    別 計

体 重 検 査 数 「 ン」保有 陽性率(%)

市

郡

市

郡

郡

市

郡
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米
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嘉
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遠
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６
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イヽ
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ド  ブ ク   マ ハツカ 小  計 ア   カ
合  計
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189(53)
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25。 9
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2(1)

2(1)

43(4)

9。 3

2(1)

50。 0

2
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30(1)

11

7
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220(57)

19 (2)

2(1)

312(64)

20。 5
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19(2)

47(2)

4。 2

10

11

7
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220(57)

2(1)

265(62)

23.3
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40。 0%

59(12)

20。 3%

34(1)

2.9%

128(27)

21。 0%

44(13)

29。 5%

69(20)

28。 9%

24(2)

8。 3%

137(35)

25。 5%

128

79 27

58 3

265 62

註  括弧内は陽性例数

家 鼠 野  鼠
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4。 狂大病の発症阻上に関する研究 (第 1報)

特に薬物によろ発症阻止について

中 西  恭  生

1885年 PaSteurが 狂犬病固定毒を倉li製 して以来 ,狂大病の治療的予防剤として人体のみならす ,動

物に種々の方法に依つて固定毒が使用されておる事に周知のことである。然 し治ノli薄性抗生物質等の登場

を見た今日,狂大病の化学療法の達成が予感せぎるを得ない。

余は大蒜 ミエキスミ冨1腎皮質ホルモン (COrtiSOnり 及び 自律神経遠断剤 (Finahne,Pro― Banthine。

COntOmin)等 の投与が狂大病に及ぼす影響について実験し次の結果が得 られた。
(1)固定毒乳剤をマウスの腹腟内に接種 し,経過時間的に腹腔より探取した乳剤を,他に準備したマ

ウスの脳内に接種する時,血 :F)」て像において特に中性嗜好の増加に従い,発症卒が低下する事が認められ
た。

p)家兎に大蒜 ミエキスミ原液の一回注射によつて,その血清に一時的稀薄な病毒に対 し静毒作用が
認められ,若 じ数回反復注射を行えば,更に強い抗毒作用を示されるものと思われるが,大蒜を多量投

与すると貧血を来すので多量の大蒜を投与する事は慎まねばならなかつた。

(3)冨 1腎皮質ホルモン (COrtiSOn)並びに自律神経遮断剤 (Finaline,PrO― Banthine,ContOmm)

の狂大病に及ぼす影響について実験し, 中でも PrO― Banthineが最も著明に狂犬病の発症阻止的効果

が認められた。他のものも或る程度発症を抑制し得るが Finahneo Cortison,ContOminの順であつ

た。

PrO―Banthineが最も効果を示した機序に対 して血清蛋白について実験し,Pro―Banthin及び病毒

を注射した家兎血清は特に γ―g10bulinの増加は早期より認められるが,病毒のみ接種した家兎血清の

γ―g10bulinは 暫次低下を示し完全麻痺に至る頃より上昇の傾向が認められた。

(福岡医学雑誌第48巷,第 3号 ,昭和32.3.25.掲 載)

5。 四エチル鉛 (Tetraethソ l…Lead)中毒に関する研究

野  田 英 世

Tetraethyl―Lead〔 Pb(C2H5)4〕 は Lёuig(1853)に ょり作られ 1922年 standardo CO.Ltdドで

Antinocking作 用が発見されその後多量に生産される様になり中毒患者及び死亡者の発生を見る様にな

り Eldridgo Wo A(1924),KehOe,Ro A,HalmitOn etc(1925)の 相次ぐ報告によりて重大な

関心を育したが,其の後適当なる予防法の普及と共に本中毒例は減少するに至つた。処が我国に於て敗

戦後之等 Tetraethyl含有の軍用燃料が大量民間に流用され又隠蔽貯蔵されたものが長年月の経過と共

に容器の腐蝕により TetraethyI―Leadが流出して井戸水を汚染し之の使用者に集団中毒を惹起する事

件を起し祗会的に重大な問題を提起するに至つた。本県に於ては昭和23年～26年古賀町に於て又昭和29

年朝倉郡に於て何れも精神症状を主体とする井戸水による Tetraethyl―Lead集団中毒及び者死亡の発

生を見た。又昭和 30年再度古賀町に於て最高 195γ/Lを含有する井戸水使用者家族の臨床像,自覚症

等より思考して井戸水による Tetraethy卜 Leaelの授取による結果 によるものと断定される中毒例が

発生し其の後同地域一帯に於て 4or/L以下の Tetraethyl―Leadに よる汚]1裂が発見され,其の後昭

和 32年に於て和自及び市内地域に於て同様の低い合有の汚染が知られるに至り,中毒発生が憂いられ

ている。故に本中毒の実体,診断,予防,及び臨床について何 らかの示唆を得る事が出来ればと思い家

兎に於ける中毒実験を行い観察した。

Tetraethyl―■eadを Oi1 01iVeに て 5倍に稀釈して此れを経口及び皮下注射によりて 0。 l CC/kgを 投

与した。体重の減少,Hbの 減少を認め Hbは 日立 spe■ rOphOtOmeterを 使用し 540 mμ Sht巾
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5/100 mm.10 mm Ce■ ,で TOtal Hemig10binを 定量した。 (Hemig10bin Cyanid methOd)塩基

顆粒性斑点は経過の進行に件い増加を認めた。UrOb�nOgenは同 SpCCtyOphOtOmeterで 入540 mμ ,
10 1nmCellで慣I定 し壌前日を言忍めた1。  COprOporphyrin i′ ま

「
I SpeCtrophotolneter‐ o501nin Cellし で入

406 mμ .Sht巾 0。 04 mμ,で Fischer&Schumm法 に従い行つた。PO量は著明に増加を示し,而も
増加は鉛量の増加に従い上昇し,他の Hb,B.R.Z,塩 墓性斑点, UrOb�nOgen等の出現より早期
に著明に現はれた。肝機能検査は約 1ケ月後測定を塩化コバルトR,G/A比 血清 Ach値 ,BoS.Pに
より軽度の障碍を認め得た。又肝病理組織所見に於ても脂肪変性や壊死を認める様な状態で以前肝炎を

惹起した様な所見を呈している。

E.EGは三栄測器K.K八要多増巾器を用い。単極誘導法を使用し測定したが E.ECは Patternそ
のものも不規則となり Dyslhythmiaを 塁し速波並びに徐波の増加を呈する病的像を示してし、た。 脳

病理組織所見は特に著明なる変化はなぃが ,Nissl's小体の ChrOmatliSe及 び出血,壊死等が分散し
て見 られ,全般的に見て中毒及び急性熱症の所見を呈している。
Do D.Maus使用による毒性試験に於て LD 50は 13。 02 mg/kgでぁり,又急性 中毒及び亜急性中毒
時の薬物効力について検するに急性群に於ては多価の金属イオンと結合して非イオン性の可溶物を作る

DisOdium cahcum ethylendiamine tetraaceticは 42%の 生存を詔め,叉可溶性の抗散性複塩を作
るクエン酸ソーダは28%の 生存を認めた。SH等化合物 ,:解毒剤については Bo A.Lのみ14%の生存を
認め, HYPON,Ghcuron酸 ,YAKRITON,MercaptO, Gultation何 れも生存を認めなかつた。
亜急性群に於ては 3週後に於ける生存数は EDTA― Ca 40%, クェン酸ソーダ 15%,B.AoL 3%,
であり,両群共に DisOdium calicum ethylendiamine tetraaceticが 最有効である,然れども,
ChE,SH基 物質の減少や,肝機能障碍等が考へられる観点よりすれば本中毒の臨床には肝庇護作用を
有する解毒剤と SH基を有する解毒剤等を強力に投与する必要があると考へられる。





●



―… 47-―

V研 修 概 況

A.講  習  会

1,自衛隊第 4管区総監の依頼により,九州駐屯部隊の衛生隊員 10名 につき,3班に分けて昭和 31年
7月 1日 より同年 9月 30日 まで細菌検査の講習を行つた (細菌検査科)

2,特殊細菌検査所の衛生技術者 17名 について,昭和 31年 10月 17日 より4日 間,主 とし腸内細菌検
査の講習を行つた。 (細菌検査科)

3,県下全保健所の細菌検査技術者に対 し昭和 31年 11月 15日 より 3日 間に渉 り,腸内細菌検査の講
習を行つた。 (細菌検査科)

B。 衛生研究所技術報告会

1,昭 和 31年 1月 26日 (第 5回 )
血液型判定用血清の問題について      衛 生 生物 科・ 住 江 技 師

2,昭 和 31年 2月 15日 (第 6回 )
ク ロマ トグ ラ フにつ い て       細 菌検 査 科  武 原 技 師

3,昭 和 31年 3月 22日 (第 7回)
公  害  に  つ い て        化 学 試 験科  秋 山 技 師

4,昭 和 31年 5月 25日 (第 8回 )
好 塩 菌 に つ い て        衛 生 生物 科  中 西 技 師

5,昭 和 31年 7月 13日 (第 9回 )
凍結乾燥法及び超高速遠心器「 スピン

コ」について

衛 生 生物 科  高 橋 技 師
6,昭 和 31年 9月 19日 (第 10回 )

比色分析法並にポーラログラフ法       化 学 試 験科  中村 幸 男技師
7,昭 和 31年 12月 21日 (第 11回 )

四エナル鉛中毒のその後の実験       衛 生 生 物 科  野 田 技 師

CO発 表 業 績 ―寛

1,誌 上 発 表

1,フ ツ素の比色定量法の研究。 (第 1報 )
脇 元 作 郎,日 本 化学会誌,77,1489,1956

2,鶏卵と細菌について。 (特に細菌の卵殻通過について)
中 西 恭 生,公 衆 衛 生,20,5,1956

3,The bone marrow in experirnental lBrucenosis.

satOru OTSUKA・ Kyushu,J,Med,Sci, 7(4)165,1956,

4,実験的ブルセラ症の長期観察例に於ける骨髄所見について。:)

橋本美智雄,大塚悟、九州血液研究同好会誌,6(3～ 4),269,1956

2,学 会 発 表

1,血液より分離せる BaCterium anitratumと 思はれる細菌について :

坂本さつき,高橋克己,日本細菌学会総会 (熊本市昭和 31年 4月 )

2,結核菌々株及び培地成分とツベルクリン産生の関係。 (第 2報):
坂本さつき,武原雄干,日本結核病学会 (仙台市昭和 31年 4月 )
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3,人工甘味剤の試験について

中村幸男,日本薬学会総会 (福岡市,昭和 31年 4月 )
4,EDTAの 比色定量法について (CaⅢ― EDTA錯 塩による比色定量法の検討):

脇元作郎,秋山高,日化九州地方会 (福岡市,昭和31年 6月 )
5,実験的ブルセラ症の骨髄所見,続報 ,長期観察例に於ける所見について :

橋本美智雄 ,大塚悟 ,文部省綜合研究 ,炎症防衛班々研究会,(東京都,昭禾「31年 7月 )
6,保存血の細菌汚染による一事故例 :

高橋克己,黒岩耕 ,日 本細菌学会九州地方会 (宮崎市,昭和31年10月 )
7,所謂流行性腎::たに於ける AntistreptOlysin Oの 観察について :

真子憲治,坂本さつき,高橋克己,日本細菌学会九州地方会 (宮崎市,略和31年 10月 )
8,ツ ベルクリンに関する研究 (1):

坂本 さつき,武原雄干,日本細菌学会九州地方会 (宮崎市,昭禾口31年10月 )
9,実験的ブルセラ症の骨髄所見について :続報,長期観察例に於ける所見 :

大塚悟,橋本美智雄 ,第 42回 日本獣医学会総会 (鹿児島市,昭和31年 10月 )
10,フ ツ素の比色定量法の研究 (第 2報):

脇 元 作 郎, 日化九州地方会 (熊本市昭和31年 10月 )
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附.所 内人事異動及び職員名簿   (昭和31年 1月～12月 )

技 師, 大 田   寿  (化学試験科)
昭和 31年 2月 8日 附を以て,化学試験科長心得を命ぜらる。

技 師, 住 江   直  (衛生生物科)
昭和 31年 5月 31日附を以つて退職,日本セメント八代工場診療所へ転出す。

技 師, 秋 山   高  (化学試験科)
昭和 31年 6月 30日附を以つて退職,鹿児島大学医学部衛生学教室へ転出す。

技 師, 高 橋 克 己 (細菌検査科)
昭和 31年 7月 1日附を以つて衛生生物科長を命ぜらるo

技 師, 森     彬  (衛生部業務課)
昭和 31年 8月 1日附を以つて衛生研究所化学試験科勤務を命ぜらるo

羽 根 義 太 郎  (新規採用)

昭和 31年 11月 6日 附を以つて小使を命ぜられ庶務課に勤務す。

註   ( )は 旧所属を示す。

職 員 名 簿

職 氏   名 衛研就任年 月 日 氏    名

庶 務 科

化学試験科

細 菌 科

衛生生物科

細 菌 科

白 水 立 夫 24。 10. 1 化学試験科

24。 10。  1 細 菌 科

衛生生物科

細 菌 科

井 手 政 子 25。 11。 30 化学試験科

衛生生物科

細 菌 科

30。 12。 161化学試験科

細 菌 科

庶 務 科

懲翼鶉創 所属(科 )別
十 月 日

|

2

2

科 長

3

2級技師

3級主事 山 口  昭

3級技師

中 村 幸 男 24。 10e l

雇

所属(科)別 職

及技師 真 子 憲 治
昭和
30。  4。 25 雇 船越とも子1莞ア4。 24

脇 元 作 郎
汲主事 原  義 正 30。  8。 11 庶 務 科 細菌検査助手 28.11. 1

梶 原 ツ タ 24。 10。  1
氏技師

坂 本 さつき
124.10。

1

I z+. ro. 1

細 菌 科

衛生生物科 文 屋 春 栄 24.10。  1高 橋 克 己

古 賀 文太郎 24o10。  1卜得
及技師 大

田  寿 24。 10。 11化学試験科

中 村 俊 夫 25。  3. 8

庶 務 科24.10, 1 勝 田 幸 枝

衛生生物科中 西 恭 生 24。 10。  1 佐 藤 春 江 24.10。  1

西 見 保 之 24。 10。  1 石 田 キ ン 24。 10。  1

大 塚  悟 24。 10。  1

細 菌 科

衛生生物科 重 松 照 子 24.10. 1

化学試験科 培 養 手

武 原 雄 平 24,10。  1 細 菌 科 24。 10。  1

森    彬 31 8。 11化学試験科 30。  1。  1

野 田 英 世 30。  9. 1 衛生生物科 29。  7。  1

中 村 和 子 24,10. 1 化学試験科

渡 辺 書 夫 127.4.1 庶 務 科

″

火   夫

小   使 羽 根 義太郎

市 川 荘次郎

前 田 一二郎

西 島 清 乃

武 井 守 正

中 止 澄 子

小 串 寿 明

24。 10。  1

小 西 三重子 24.10. 1 〃 24。 11.16

30. 4. 1 ″ 31。 11.16清 原 信 子

(昭 和 31年 12月 現 在 )

庶 務 科

受技師
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